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は
じ
め
に

下
田
歌
子
が
一
八
九
八
（
明
治
三
十
一
）
年
十
一
月
「
帝
国
婦
人
協
会
」
を

設
立
し
、
翌
年
の
一
八
九
九
（
明
治
三
十
二
）
年
五
月
に
、
帝
国
婦
人
協
会

付
属
実
践
女
学
校
お
よ
び
女
子
工
芸
学
校
を
設
立
し
た
こ
と
は
周
知
の
事
実

で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
生
涯
に
わ
た
り
一
般
女
子

の
教
育
に
邁
進
し
、
多
く
の
学
校
の
設
立
に
関
わ
っ
た
。
帝
国
婦
人
協
会
の

設
立
直
後
か
ら
、
女
学
校
設
立
の
意
義
と
女
子
教
育
の
重
要
性
を
説
く
べ

く
積
極
的
に
地
方
遊
説
を
行
い
、
あ
わ
せ
て
女
学
校
設
立
の
た
め
の
視
察
を

行
っ
て
い
る
。

全
国
各
地
に
下
田
が
蒔
い
た
種
は
、
そ
の
考
え
に
共
感
し
た
支
援
者
た
ち

に
よ
っ
て
、
早
々
に
北
越
支
会
と
新
潟
支
会
の
結
成
と
い
う
形
で
実
を
結
び
、

そ
の
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
関
連
学
校
の
創
設
（
北
越
女
学
校
、
新
潟
女
子
工
芸

学
校
）
へ
と
発
展
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
下
田
が
関
わ
っ
た
主
な
学
校
と

し
て「
順
心
女
学
校（
理
事
長
・
校
長
）一
九
一
八〈
大
正
七
〉年
設
立
」「
淡
海

女
子
実
務
学
校（
第
二
代
校
長
）一
九
一
九〈
大
正
八
〉年
設
立
」「
明
徳
女
学

校（
設
置
者
・
校
長
）一
九
二
一〈
大
正
十
〉年
設
立
」な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
学
校
の
一
つ
に
「
北
見
女
学
校
」
が
あ
る
。
北
見
女
学
校
の
設

立
と
下
田
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
先
行
研
究
の
言
及
に
乏
し
く
、
わ
ず

か
に「
下
田
歌
子
展—

実
践
女
学
校
と
姉
妹
校
」（
二
〇
〇
九〈
平
成
二
十
一
〉

年
度
実
践
女
子
大
学
香
雪
記
念
資
料
館
展
示
）
で
紹
介
さ
れ
る
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
。『
実
践
女
子
学
園
100
年
史
』な
ど
の
下
田
歌
子
な
ら
び
に
学
園
関
係

書
籍
に
も
触
れ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
そ
の
詳
細
が
知
ら
れ

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
北
海
道
北
見
国
（
現
在
の
網
走

市
）に
短
期
間
で
は
あ
っ
た
が
存
在
し
た「
北
見
女
学
校
」に
つ
い
て
論
じ
る
。

北
見
女
学
校
は
、
一
九
一
〇
（
明
治
四
十
三
）
年
、
現
在
の
網
走
市
北
見

町
南
通
り
に
、
稲い

な
が
き
よ
し
ち
か

垣
吉
慎
が
仮
校
舎
の
「
北
見
女
学
校
」
を
開
校
し
、
一
九

一
一（
明
治
四
十
四
）年
網
走
市
桂
ケ
岡
に
新
校
舎（
木
造
二
階
建
て
、
寄
宿
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舎
あ
り
）
を
建
設
し
移
転
し
た
。
小
学
校
卒
業
以
上
の
女
子
教
育
を
行
う
、

網
走
管
内
初
め
て
の
女
学
校
と
し
て
の
意
義
は
極
め
て
大
き
い
も
の
で
あ
っ

た
が
、
一
九
一
七（
大
正
六
）年
閉
校
と
な
っ
た
。
稲
垣
吉
慎
は
、
下
田
歌
子

と
同
郷（
現
在
の
岐
阜
県
恵
那
市
）の
出
身
で
、
は
じ
め
小
清
水（
現
在
の
北

海
道
斜
里
郡
小
清
水
町
）
に
入
植
し
、「
小
清
水
を
つ
く
っ
た
三
つ
の
礎
石
」

（『
小
清
水
町
開
町
100
年
物
語
』
二
〇
一
八
〈
平
成
三
十
〉
年
）
の
一
つ
と
称
え

ら
れ
る
開
効
社
農
場
（
開
効
社
下
田
牧
場
、
下
田
牧
場
、
開
効
社
牧
場
、
小

清
水
開
効
社
北
見
牧
場
と
も
）
を
開
き
、
そ
の
後
網
走
（
現
在
の
北
海
道
網

走
市
）へ
移
っ
て
、
こ
の
北
見
女
学
校
の
校
主
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。

下
田
歌
子
は
、
北
海
道
教
育
会
第
一
四
回
夏
期
講
習
会
に
招
か
れ
、
一

九
〇
一
（
明
治
三
十
四
）
年
八
月
五
日
札
幌
を
訪
問
し
、
札
幌
女
子
尋
常
小

学
校
に
お
い
て
家
政
学
を
講
義
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
夏
期
講
習
会
に
お
け

る
講
義
内
容
や
講
演
内
容
は
、
同
年
北
海
道
教
育
会
よ
り
『
下
田
歌
子
先
生　

家
政
学
講
義
』と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
当
時
、
北
海
道
で
の
下
田
の
講
演
は
、

お
よ
そ
五
〇
〇
人
が
来
場
す
る
ほ
ど
人
気
を
博
し
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
下
田
の
来
訪
と
講
義
が
大
き
な
契
機
と
な
り
、
女
学
校
を
求

め
る
機
運
が
盛
り
上
が
り
、
女
学
校
設
立
は
企
図
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

「
北
見
女
学
校
」の
設
立
か
ら
閉
校
ま
で
の
経
緯
を
追
う
こ
と
で
、
特
に
下
田

歌
子
が
北
海
道
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
女
子
教
育
を
推
し
進
め
よ
う
と
し

て
い
た
の
か
、
そ
の
一
端
が
解
明
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
て
い
る
。

一
　
稲
垣
吉
慎
に
つ
い
て

は
じ
め
に
稲
垣
吉
慎
の
概
略
に
つ
い
て
確
認
し
た
い
。
現
在
ま
で
に
残
さ

れ
た
一
次
資
料
は
少
な
い
が
、「
桂
カ
岡
公
園
物
語
」を
参
照
す
る
と
、
そ
の

概
略
が
見
え
て
く
る
。
以
下
に
、
同
書
か
ら
稲
垣
吉
慎
に
関
す
る
事
跡
を
簡

略
に
抜
き
出
し
て
お
く
。

①
一
九
〇
三
（
明
治
三
十
六
）
年
（
一
九
〇
四
〈
明
治
三
十
七
〉
年
の
誤
記

―
稿
者
注
）、
稲
垣
吉
慎
が
渡
道
し
小
清
水
に
入
植
し
牧
場
を
開
く
。

②
一
九
一
〇
（
明
治
四
十
三
）
年
、
下
田
歌
子
や
貴
田
国
平
の
協
力
を
得

て
、
現
在
の
網
走
市
北
見
町
南
通
り
に
、
仮
校
舎
の
「
北
見
女
学
校
」

を
開
校
。

③
一
九
一
一（
明
治
四
十
四
）年
、
網
走
市
桂
ケ
岡
に
、
新
校
舎（
木
造
二

階
建
て
、
寄
宿
舎
あ
り
）
を
建
設
し
移
転
。
桂
ケ
岡
は
、
稲
垣
が
校
舎

の
横
の
桂
の
古
木
を
愛
し
、「
桂
カ
岡
」と
命
名
。

④
網
走
管
内
初
め
て
の
女
学
校
で
、
小
学
校
卒
業
以
上
の
女
子
教
育
を
行

う
。

裁
縫
や
料
理
な
ど
を
主
と
し
て
、
家
庭
生
活
や
作
法
を
重
視
し
た
。

⑤
一
九
一
二
（
明
治
四
十
五
）
年
、
生
徒
数
は
一
三
〇
名
と
な
り
、
管
内

初
の
幼
稚
園
も
開
園
。

⑥
一
九
一
七（
大
正
六
）年
、 

閉
鎖

⑦
一
九
二
二
（
大
正
十
一
）
年
、
庁
立
の
網
走
高
等
女
学
校
設
置
の
元
に

な
る
。

校
長
・
稲
垣
吉
慎
は
、
こ
の
女
学
校
設
立
資
金
準
備
の
た
め
に
、
開（

マ
マ
）

功
社

注
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牧
場
を
経
営
す
る
が
、
そ
れ
は
「
東
京
実
践
女
学
校
校
長
下
田
歌
子
の
、
同

校
の
基
本
財
産
に
充
当
す
る
た
め
」
で
あ
っ
た
と
い
う
（「
網
走
新
聞
」・『
小

清
水
を
拓
い
た
人
々
』
一
九
六
八
〈
昭
和
四
十
三
〉
年
、
小
清
水
町
）。
下
田

歌
子
と
稲
垣
の
接
点
を
探
る
た
め
、
次
に
、
稲
垣
に
つ
い
て
概
観
す
る
。

稲
垣
吉
慎
は
、
一
八
五
五
（
安
政
二
）
年
七
月
七
日
美
濃
国
恵
那
郡
岩
村

町
に
生
ま
れ
て
い
る
。
下
田
歌
子
は
、
同
恵
那
郡
岩
村
町
に
一
八
六
〇
（
安

政
七
）
年
に
生
ま
れ
て
い
る
た
め
、
同
郷
の
出
身
で
下
田
よ
り
五
歳
程
の
年

長
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
八
八
一（
明
治
十
四
）年
七
月
か
ら
一
八
八
三

（
同
十
六
）
年
二
月
ま
で
美
濃
国
恵
那
郡
富
田
村
の
富
田
小
学
校
の
校
長
を
務

め
て
も
い
る
。
そ
の
後
、
一
八
八
六（
明
治
十
九
）年
十
二
月「
職
員
録（「
官

報
」第
１
０
４
９
号
附
録
）」に
拠
る
と
、
七
宗
小
林
区
署（
美
濃
国
武
儀
村
）

で
森
林
監
守（
判
任
官
十
等
）と
し
て
勤
め
て
い
る
。

「
女
子
教
育
の
先
駆
者
下
田
歌
子
女
史
の
実
践
女
学
校
の
経
営
に
協
力
し

た
」と
も
、「
下
田
歌
子
女
史
の
実
践
女
学
校
に
関
係
し
、
大
人
も
同
校
の
舎

監
と
な
っ
て
尽
力
し
た
」
と
も
伝
わ
る
。
稲
垣
の
著
作
『
自
強
衛
生
健
康
法
』

の
自
序
に
は
、「
予
昔
日
は
昼
夜
兼
業
に
し
て
最
も
塵
埃
多
き
紡
績
工
場
の

工
務
に
従
事
す
る
事
十
二
ケ
年
四
ケ
月
間
遂
に
一
日
の
欠
勤
も
な
く
勤
績
し

又
に
中
年
に
し
て
寒
気
峻
厳
な
る
北
海
道
に
十
四
年
間
養
牧
に
教
育
に
従
事

経
営
し
間
も
遂
に
一
日
否
半
時
も
寒
気
に
当
り
た
る
こ
と
も
な
く
」
と
あ
る

の
で
、
紡
績
工
場
に
十
二
年
四
か
月
勤
務
し
、
北
海
道
で
十
四
年
間
養
牧
と

教
育
に
従
事
経
営
し
て
い
た
、
と
考
え
て
良
い
で
あ
ろ
う
。

『
濃
飛
人
物
と
事
業
』
は
、
当
時
の
美
濃
と
飛
騨
地
方
に
関
連
す
る
偉
人

伝
を
収
載
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
「
私
立
北
見
女
学
校
長　

稲
垣
吉

注
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注
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注
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注
5

注
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慎
君　

現
住
地　

北
海
道
北
見
国
網
走
町
桂
ヶ
岡
」
と
し
て
以
下
の
経
歴
と

賛
辞
が
載
り
、
事
業
成
功
者
の
一
人
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

深
山
大
沢
尤
物
多
し
。
我
東
濃
多
く
傑
物
を
出
せ
り
。
現
北
見
女
学
校

長
稲
垣
君
の
如
き
其
一
人
也
。

君
は
、
恵
那
郡
岩
村
の
人
、
安
政
二
年
七
月
岩
村
藩
士
七
右
衛
門
氏
の

長
男
に
生
る
幼
に
し
て
藩
の
文
武
所
に
入
り
、
習
字
、
漢
籍
、
柔
剣
術

等
を
学
び
、
年
十
五
、
軍
事
学
寮
に
洋
式
軍
学
を
修
め
、
其
後
志
を
育

英
の
事
に
用
ひ
、
明
治
九
年
本
県
師
範
学
校
を
卒
業
、
同
十
五
年
に
至

る
間
、
訓
導
と
し
て
小
学
校
に
教
鞭
を
執
れ
り
。
然
る
に
君
の
向
上
的

努
力
主
義
は
、
到
底
山
間
の
一
小
学
教
員
と
し
て
齷
齪
す
る
を
快
し
と

せ
ず
、
蹶
然
其
職
を
辞
し
、
不
圖
を
懐
ひ
て
東
都
に
至
り
、
東
京
紡
績

会
社
に
工
務
係
技
師
た
る
こ
と
十
数
年
、
又
農
商
務
省
小
林
局
判
任
御

用
係

（
マ
マ
）た

る
こ
と
三
年
後
帝
国
婦
人
協
会
、
大
日
本
婦
人
教
育
会
事
務

主
任
と
な
り
、
其
創
立
と
経
営
と
に
貢
献
し
功
績
多
し
。
明
治
三
十
七

年
二
月
渡
道
、
北
見
国
斜
里
郡
山

（
マ
マ
）別
村
字
小
清
水
に
農
牧
場
五
百
六
十

四
町
を
拓
き
、
四
十
三
年
地
方
教
育
の
現
状
に
慊
焉
た
る
も
の
あ
る
を

歎
じ
、
現
住
地
に
、
北
見
女
学
校
及
び
桂
ヶ
岡
幼
稚
園
を
私
設
し
、
爾

来
私
財
を
投
じ
て
、
専
念
其
経
営
に
力
め
、
今
日
の
盛
を
致
せ
り
。

君
為
人
、
和
毅
厚
撲

（
マ
マ
）、
平
居
惰
容
な
く
身
体
頑
健
、
二
六
時
中
瞬
時
も

憩
ふ
こ
と
無
し
、
蓋
し
君
の
健
全
な
る
事
業
は
、
此
健
全
な
る
身
体
の

生
み
し
賜
な
る
べ
し
。

右
に
拠
る
と
、
下
田
と
同
じ
旧
岩
村
藩
藩
士
の
出
身
で
あ
る
。
藩
校
・
知

新
館
で
学
ん
だ
経
歴
か
ら
、
お
そ
ら
く
下
田
の
父
・
鍒
蔵
と
も
旧
知
の
関
係

注
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で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
関
係
が
下
田
と
の
信
頼
関

係
を
よ
り
強
固
に
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
下
田
の
実
践
女
学
校
経
営
や
大

日
本
婦
人
協
会
設
立
に
協
力
す
る
な
ど
、
稲
垣
は
下
田
に
全
面
的
に
協
力
し

て
い
る
が
、
そ
こ
に
下
田
の
志
へ
の
共
感
と
と
も
に
、
強
い
同
朋
意
識
が
働

い
て
い
た
こ
と
は
確
か
だ
ろ
う
。

二
　
小
清
水
へ
の
入
植

や
が
て
、
開
校
し
た
北
見
女
学
校
は『
北
の
文
庫
』（
第
20
号「
新
聞
に
見
る

釧
路
地
方
公
共
図
書
館
の
発
達
―
明
治
期
―
」一
九
九
二〈
平
成
四
〉年
五
月
）

に
は
、網

走
町
に
は
二
個
の
名
物
が
あ
る
。
Ⅰ
は
網
走
図
書
館
で
あ
っ
て
、
Ⅰ　

は
私
立
北
見
女
学
校
で
あ
る
。

と
記
さ
れ
て
い
る
。

同
じ
く
『
北
の
文
庫
』（
第
21
号
「
新
聞
に
見
る
釧
路
地
方
公
共
図
書
館
の

発
達（
2
）―
大
正
期
1
―
」一
九
九
三〈
平
成
五
〉年
五
月
）に
も
、

網
走
町
民
の
誇
り
と
す
る
も
の
あ
り
、
三
眺
山
の
風
光
、
北
見
女
学

校
、
網
走
図
書
館
、
即
ち
是
れ
な
り
、
網
走
を
観
察
す
る
も
の
あ
れ
ば

必
ず
こ
ゝ
に
之
を
導
き
、
若
し
之
れ
を
見
さ
ら
ん
乎
、
共
に
語
る
に
足

ら
ず
と
為
す
、
以
っ
て
如
何
に
網
走
町
民
の
誇
り
と
為
し
居
る
か
を
知

る
に
足
ら
ん
。

と
明
記
さ
れ
る
ほ
ど
の
隆
盛
を
誇
る
に
至
る
。

前
掲
し
た
稲
垣
の
著
作
『
自
強
衛
生
健
康
法
』
の
自
序
に
、
稲
垣
自
身
が

注
8

注
9

北
見
女
学
校
を
開
校
す
る
に
至
る
経
緯
を
、
当
初
、
紡
績
工
場
に
勤
務
し
て

い
た
の
だ
が
、
一
九
〇
四（
明
治
三
十
七
）年
、
渡
道
し
て
小
清
水（
当
時
の

斜
里
郡
止
別
村
）に
入
植
し
、
牧
場
を
開
い
た
、
と
記
し
て
い
る
。

で
は
、
稲
垣
は
ど
の
よ
う
な
経
路
で
、
本
州
か
ら
小
清
水
村
の
入
植
に

至
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
当
時
、
一
般
的
に
は
本
州
～（
船
）函
館
か
小
樽
～

（
船
）
釧
路
～
釧
路
川
沿
い
を
上
流
へ
～
弟
子
屈
～
（
陸
路
）
山
越
え
、
あ
る

い
は
（
船
）
宗
谷
海
峡
を
回
り
、
網
走
か
斜
里
へ
上
陸
～
（
陸
路
）
内
陸
へ
と

い
う
ル
ー
ト
を
辿
っ
て
い
る
。
青
函
連
絡
船
が
就
航
す
る
一
九
〇
八
（
明
治

四
十
一
）
年
以
前
の
こ
と
で
あ
り
、
北
海
道
内
の
鉄
道
整
備
状
況
も
、
次
の

よ
う
な
形
で
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

・
一
九
〇
七（
明
治
四
十
）年	

旭
川
～
釧
路
間
（
函
館
か
ら
旭
川
間
は
開

通
済
）

・
一
九
一
一（
明
治
四
十
四
）年	

池
田
～
野
付
牛（
現
、
北
見
市
）間

・
一
九
一
二（
大

正

元
）年	

野
付
牛
～
網
走
間

右
記
の
鉄
道
が
開
通
す
る
よ
り
も
前
の
時
期
の
こ
と
で
、
整
備
さ
れ
て
い
た

と
は
言
い
難
い
。
お
そ
ら
く
稲
垣
は
夫
婦
で
、
東
京
か
ら
小
樽
を
経
て
定

期
船
で
網
走
港
へ
渡
航
し
、
上
陸
し
て
小
清
水
の
牧
場
へ
入
植
し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
（「
網
走
新
聞
」
桂
ヶ
岡
物
語
④
）。
一
九
一
一
（
明
治
四
十
四
）

年
「
小
樽
か
ら
網
走
ま
で
行
く
に
は
一
週
間
に
一
回
し
か
船
が
出
帆
し
な
い

の
で
、
五
日
間
小
樽
に
泊
ま
り
七
日
か
か
っ
て
網
走
に
着
い
た
。」
あ
る
い

は「
徒
歩
と
駅
逓
の
馬
で
小
清
水
へ
到
着
し
た
。」（
前
掲『
小
清
水
を
拓
い
た

人
々
』）と
の
証
言
や
山
形
県
余
目
町
～
子
清
水
ま
で
二
十
日
間
を
要
し
た
と

の
記
録
（『
新
小
清
水
町
史
』）
か
ら
推
測
す
る
に
、
一
か
月
ほ
ど
の
日
数
を
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ゆ
う
に
要
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

『
新
小
清
水
町
史
』
に
拠
れ
ば
、
小
清
水
町
に
は
数
千
年
前
か
ら
先
住
民

族
が
暮
ら
し
て
い
た
形
跡
が
あ
る
が
、
ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
の
居
住
の
記
録
は

一
八
七
七
（
明
治
十
）
年
を
初
め
と
し
て
い
る
。
こ
の
明
治
初
年
に
狩
猟
を

し
つ
つ
小
清
水
町
に
来
住
し
、
家
を
構
え
た
の
が
男
山
イ
ヤ
ト
ム
タ
（
通
称

ヤ
イ
ト
メ
）で
あ
る
。
温
厚
な
性
格
で
、
一
八
八
六（
明
治
十
九
）年
和
人
の

定
住
が
始
ま
る
が
、
す
す
ん
で
入
植
者
の
世
話
を
し
、
開
拓
当
初
の
入
植
者

で
ヤ
イ
ト
メ
の
世
話
に
な
ら
な
か
っ
た
者
は
い
な
い
と
い
う
。
ア
イ
ヌ
時
代

と
和
人
の
時
代
を
繋
い
だ
人
物
で
あ
る
（
一
九
二
五
〈
大
正
十
四
〉
年
逝
去
、

神
浦
神
社
境
内
に
「
男
山
伊
弥
登
牟
多
主
命
」
の
碑
が
建
つ
）。
や
が
て
、
一

九
〇
二
（
明
治
三
十
五
）
年
山
田
慎
が
「
山
田
牧
場
」
を
開
業
す
る
や
、
開
拓

営
農
を
目
指
す
農
民
と
関
連
す
る
職
人
ら
が
止
別
原
野
に
入
植
を
始
め
て
い

る
。
一
九
〇
一
（
明
治
三
十
四
）
年
か
ら
一
九
一
二
（
明
治
四
十
五
）
年
の
間

に
一
一
七
名
が
止
別
村
に
入
植
し
て
い
る
。
稲
垣
の
名
は
、
一
九
〇
四
（
明

治
三
十
七
）
年
に
藤
枝
看
取
と
共
に
記
載
が
あ
る
。
一
九
〇
六
（
明
治
三
十

九
）年
に
は
、
馬
匹
業（
佐
々
木
林
右
衛
門
）の
ほ
か
越
後
団
体（
五
人
）、
富

山
団
体（
八
人
）な
ど
団
体
で
の
入
植
者
も
見
ら
れ
る
。
一
九
一
〇（
明
治
四

十
三
）
年
の
ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
を
含
め
た
戸
数
は
一
二
一
、
人
口
は
四
八
九

人（
男
二
七
〇
人
、
女
二
一
九
人
）で
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
入
植
し
た
稲
垣
は
、
数
年
後
に
は
「
斜
里
郡
の
牧
場
は
、
止
別

村
の
野
坂
良
吉
と
稲
垣
吉
慎
の
経
営
す
る
も
の
」
と
称
さ
れ
る
ほ
ど
事
業
を

拡
大
す
る
に
至
っ
て
い
る
（
図
1
）。
ま
た
、
そ
の
規
模
に
つ
い
て
『
北
見
繁

栄
要
覧
』に
は
、

注
10

注
11

注
12

・
斜
里
郡
止
別
村　

野
坂
良
吉　

八
四
五
町
六
反
三
畝
七
歩

　
　

同　
　
　
　
　

稲
垣
吉
慎　

一
〇
一
町
五
反
一
畝

で
あ
っ
た
と
記
録
さ
れ
て
お
り
、「
是
皆
貸
付
の
後
ち
無
償
付
与
せ
ら
れ
た

る
も
の
に
し
て
、
形
式
的
な
が
ら
も
相
当
の
成
功
せ
し
も
の
な
り
」
と
述
べ

ら
れ
て
い
る
。
一
九
〇
五（
明
治
三
十
八
）年
か
ら
一
九
〇
八（
明
治
四
十
一
）

年
ま
で
、
定
員
二
人
の
小
清
水
町
総
代
人
の
一
人
に
選
挙
に
よ
り
選
出
さ
れ

て
い
る
た
め
、
入
植
後
の
短
期
間
で
地
域
に
根
づ
き
、
人
望
も
獲
得
し
て
い

た
と
推
定
さ
れ
よ
う
。三

　
入
植
の
時
代
的
背
景
と
状
況

こ
こ
で
、
入
植
の
時
代
的
背
景
と
入
植
時
の
状
況
を
確
認
し
た
い
。

一
八
九
七
（
明
治
三
十
）
年
「
北
海
道
国
有
未
開
地
処
分
法
」
の
施
行
に
よ

り
、
国
有
未
開
地
（
止
別
原
野
）
の
払
下
げ
が
始
ま
る
。
移
住
者
に
は
汽
車

賃
、
船
賃
を
割
り
引
く
ほ
か
、
無
償
貸
付
、
無
償
付
与
方
式
が
と
ら
れ
た
。

し
か
し
こ
の
こ
と
は
、
資
本
家
に
よ
る
大
農
場
・
大
牧
場
の
出
現
を
招
き
、

小
作
人
を
流
入
さ
せ
る
結
果
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
一
九
〇
八
（
明
治
四
十

一
）年「
北
海
道
国
有
未
開
地
処
分
法
」改
正
新
法
で
は
、
大
地
積
は
売
払
制

度
を
導
入
し
、
自
作
農
移
民
保
護
の
た
め
特
定
地
制
を
設
け
、
無
償
貸
し
付

を
継
続
し
た
。
自
作
小
農
は
、
事
業
成
功
後
、
無
償
で
付
与
す
る
と
し
た
。

特
定
地
貸
付
は
、
許
可
さ
れ
た
翌
日
か
ら
六
か
月
以
内
に
現
地
、
ま
た
は
そ

の
付
近
に
移
住
し
、
成
功
す
る
ま
で
居
住
す
る
こ
と
を
条
件
に
五
町
歩
（
約

五
ha)

、
土
地
の
地
味
の
状
況
に
よ
っ
て
は
十
町
歩
ま
で
貸
付
し
、
成
功
す

注
13
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れ
ば
無
償
で
付
与
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。「
小
清
水
に
お
け
る
資
本
の
進
出

状
況
」を【
表
1
】に
示
す（
一
九
〇
五〈
明
治
三
十
八
〉年「
植
民
広
報
」北
海

道
庁
、『
新
小
清
水
町
史
』。）地
目
は
全
て
牧
で
あ
る
。
こ
れ
ら
資
本
家
の
中

に
「
岐
阜
県
恵
那
郡　

本
多
由
太
郎
」
の
名
が
見
え
て
い
る
こ
と
は
注
目
し

て
良
い
で
あ
ろ
う
。

一
九
一
一〈
明
治
四
十
四
〉年
末
の『
道
庁

統
計
書
』
に
は
、
止
別
村
・
稲
垣
牧
場
と
し

て【
表
２
】の
よ
う
に
載
る
―
面
積（
坪
）―
、

入
植
か
ら
十
年
経
な
い
う
ち
に
地
域
を
代
表

す
る
牧
場
へ
と
発
展
し
て
い
る
こ
と
が
認
め

ら
れ
る
（
道
庁
統
計
書
（
明
治
四
十
四
年
末
）

『
新
小
清
水
町
史
』）。

『
新
小
清
水
町
史
』（
前
掲
）お
よ
び「
網
走

新
聞
」（
前
掲
）、『
小
清
水
を
拓
い
た
人
々
』

（
前
掲
）に
記
載
さ
れ
た
稲
垣
牧
場
関
連
の
内

容
を
纏
め
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

①
稲
垣
が
入
植
し
開
い
た
土
地
の
選
定

は
、
山
下
長
吉
（
岐
阜
県
美
濃
国
郡
上

郡
出
身
の
樺
戸
集
治
監
獄
看
守
）、
小

秋
俊
策
（
石
狩
国
栗
山
在
、
医
師
）、

金
子
元
三
郎
（
初
代
小
樽
区
長
、
衆
議

院
議
員
。
妻
タ
ツ
は
北
海
道
長
官
園

田
安
賢
の
長
女
）
が
行
っ
た
。
一
九
〇

注
14

三
（
明
治
三
十
六
）
年
開
効
社
牧
場
は
、
東
京
実
践
女
学
校
校
長
下
田

歌
子
が
、
同
校
の
基
本
財
産
造
成
を
目
的
に
、
現
在
の
共
和
地
区
の

一
～
二
区
の
一
部
と
三
区
全
域
、
旧
三
共
農
場
全
域
あ
わ
せ
て
約
一

七
〇
〇
ha
を
明
治
「
北
海
道
国
有
未
開
地
処
分
法
」
に
よ
り
無
償
貸
付

を
受
け
て
始
ま
っ
た
。
財
界
の
巨
頭
井
上
角
五
郎
の
尽
力
で
園
田
北
海

【
表
1
】「
小
清
水
に
お
け
る
資
本
の
進
出
状
況
」

【
表
2
】「
稲
垣
牧
場
の
規
模
」
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道
長
官
と
折
衝
を
重
ね
、
実
際
の
貸
付
名
義
は
七
人
で
あ
る
（【
表
1
】

参
照
。
な
お
『
小
清
水
を
拓
い
た
人
々
』
は
、
一
九
〇
三
〈
明
治
三
十

六
〉
年
六
月
「
北
海
道
国
有
未
開
地
処
分
法
」
第
三
条
を
受
け
た
明
治

三
十
六
年
十
月
三
十
一
日
現
在
の
台
帳
に
よ
る
と
し
て
、
本
多
由
太

郎
名
義
の
箇
所
は
東
京
麻
布
区
飯
倉
町
・
杉
村
好
一
郎
と
見
え
て
い

る
。
さ
ら
に
、
斎
田
廸
を
竜
由
廸
、
立
木
司
埜
三
郎
を
立
木
司
栄
二

郎
と
表
記
し
て
い
る
。）　

字
小
清
水
―
三
名
（
東
京
市
在
、
北
川
・
斎
田
・〔
第
一
銀
行
頭

取
〕池
村
）

字
浦
士
別
―
一
名（
東
京
市
在
、
清
水
）

字
止
別　

―
三
名（
東
京
市
在
、
立
木
。
岐
阜
県
恵
那
郡
〔
阿
木

村
飯
沼
〕在
、
本
多
由
太
郎
。
三
重
県
在
、
奥
田
）

②
一
九
〇
三（
明
治
三
十
六
）年　

下
田
歌
子
は
開
効
社
農
場（
開
効
社
下

田
牧
場
、
下
田
牧
場
、
開
効
社
牧
場
、
小
清
水
開
効
社
北
見
牧
場
と

も
）
現
地
管
理
人
と
し
て
、
稲
垣
吉
慎
を
入
植
さ
せ
、
採
草
地
二
か
所

を
開
墾
、
運
営
さ
せ
た【
図
1
・
2
①
・
２
②
・
３
】。

③
一
九
〇
五
（
明
治
三
十
八
）
年　

稲
垣
は
釧
路
、
根
室
か
ら
馬
を
購
入

し
て
放
牧
し
、
山
桑
で
蚕
を
飼
育
し
、
在
住
農
家
に
奨
励
。
さ
ら
に
、

郷
里
の
美
濃
国
（
現
在
の
岐
阜
県
）
に
移
民
を
募
り
、
ま
た
道
内
か
ら

も
集
め
る
（
第
一
陣
は
、
明
治
三
十
八
年
五
月
大
工
職
稲
川
鎌
吉
、
木

挽
職
鈴
木
弥
蔵
ほ
か
。
第
二
陣
は
、
明
治
三
十
九
年
四
月
馬
匹
業
佐
々

木
林
右
衛
門
、
西
村
七
五
郎
ほ
か
。
第
三
陣
と
し
て
農
業
伊
藤
藤
五

郎
、
小
木
曽
荘
市
ほ
か
。
第
四
陣
と
し
て
、
明
治
四
十
年
春
農
業
佐

藤
政
太
、
小
出
弥
平
ほ
か
で
あ
っ
た
）。

④
一
九
〇
八
（
明
治
四
十
一
）
年　

成
功
検
査
の
結
果
、
共
和
地
区
内
の

一
部
と
旧
三
共
農
場
の
二
地
区
の
み
が
合
格
し
付
与
さ
れ
た
。
残
り

の
広
大
な
貸
付
地
が
不
成
功
地
処
分
を
受
け
た
た
め
、
学
校
の
名
誉

に
か
か
わ
る
こ
と
を
恐
れ
た
下
田
は
、
付
与
地
を
稲
垣
吉
慎
個
人
の

名
義
に
変
更
し
、「
稲
垣
牧
場
」と
改
称
し
た【
表
２
】。

⑤
そ
の
際
、
下
田
に
関
す
る
文
書
を
全
部
焼
却
、
下
田
の
名
前
は
終
始
表

面
に
出
な
い
よ
う
に
し
た
と
い
う
。
こ
の
こ
と
は
、
山
下
長
吉
の
忠

告
と
も
い
う
。

⑥
そ
の
後
、
下
田
名
義
の
山
林
（
不
成
功
地
は
日
本
競
馬
会
に
売
却
し
、

手
付
金
六
千
円
を
得
る
）
と
農
場
地
を
池
田
七
郎
に
売
却
し
、
稲
垣
は

自
身
の
配
当
金
を
網
走
の「
私
立
桂
ヶ
丘（
北
見
）女
学
校
」の
建
築
資

金
に
充
て
た
。
結
果
、
網
走
支
庁
管
内
に
お
け
る
女
子
教
育
に
先
鞭

を
つ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

④
の
改
称
に
関
わ
る
下
田
の
行
動
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
が
、
こ
れ
を

直
接
裏
付
け
る
資
料
は
現
時
点
で
確
認
で
き
て
い
な
い
。
し
か
し
、『
新
小

清
水
町
史
』
に
は
、
開
効
社
牧
場
地
の
不
成
功
地
の
引
揚
処
分
の
う
ち
、
約

三
七
五
ha
が
「
大
野
牧
場
」
と
な
り
、
一
九
〇
八
（
明
治
四
十
一
）
年
に
西
村

七
五
郎
が
不
成
功
に
終
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
そ
の
際
、
管
理

責
任
者
は
、
先
に
あ
げ
た
本
多
由
太
郎
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
同
じ
開
効
社

牧
場
地
の
不
成
功
地
の
引
揚
処
分
の
う
ち
、
約
三
三
〇
ha
は
「
若
王
子
牧
場

（
屯
田
兵
の
高
木
栄
太
・
常
吉
が
若
王
子
文
健
子
爵
名
義
で
山
林
を
牧
野
に
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し
、
産
馬
と
乳
牛
の
飼
育
に
よ
り
成
功
付
与
を
受
け
る
）」と
な
り
、
一
九
一

八
（
大
正
七
）
年
払
下
げ
を
受
け
た
。
管
理
責
任
者
は
山
下
長
吉
で
あ
っ
た
。

稲
垣
が
入
植
し
開
い
た
「
開
効
社
牧
場
」
の
う
ち
の
不
成
功
地
の
一
部
分
は
、

下
田
、
稲
垣
の
両
名
と
同
郷
の
出
身
者
が
管
理
責
任
者
と
な
っ
て
受
け
継
い

で
い
た
こ
と
は
見
逃
せ
な
い
事
実
で
あ
ろ
う
。

四
　
下
田
歌
子
と
稲
垣
吉
慎

こ
う
し
て
、
稲
垣
吉
慎
は
網
走
へ
移
り
、
北
見
女
学
校
を
開
校
す
る
こ
と

に
な
る
。
と
こ
ろ
で
、
前
述
し
た
よ
う
に
「
下
田
歌
子
女
史
の
実
践
女
学
校

に
関
係
し
、
大
人
も
同
校
の
舎
監
と
な
っ
て
尽
力
し
た
」
と
伝
わ
る
。
そ
れ

を
証
す
る
一
次
資
料
は
極
め
て
少
な
い
が
、
以
下
か
ら
そ
の
関
係
性
が
認
め

ら
れ
る
。

下
田
の
自
撰
著
作
集
『
香
雪
叢
書
』
は
、
第
一
巻
に
「
よ
も
ぎ
む
ぐ
ら
」
と

題
し
て
紀
行
・
随
筆
を
収
載
し
て
い
る
。
そ
の
中
の
「
北
海
紀
行
」（
一
九
〇

一〈
明
治
三
十
四
〉年
七
月
三
十
一
日
～
九
月
一
日
）は
、
下
田
が
講
習
会
で

の
講
話
と
遊
説
の
た
め
に
北
海
道
を
訪
れ
た
折
の
紀
行
文
と
し
て
も
興
味
深

い
著
作
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
稲
垣
に
関
す
る
記
述
が
残
さ
れ
て
い
る
（
傍
線

を
私
に
付
す
）。
こ
れ
に
拠
れ
ば
、
稲
垣
は
北
海
紀
行
の
道
中
、
下
田
一
行

に
先
ん
じ
て
各
訪
問
地
の
関
係
諸
氏
と
の
連
絡
他
、
い
わ
ば
渉
外
係
と
し
て

奔
走
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る（『
下
田
歌
子
先
生
伝
』一
九
四
三〈
昭
和
十
八
〉

年
は
、
遊
説
員
と
し
て
い
る
）。

・
札
幌
な
る
教
育
会
に
て
夏
季
講
習
催
さ
る
ゝ
、
同
じ
く
は
会
員
諸
子
の
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会
合
の
序
に
一
日
だ
に
も
と
請
は
る
ゝ
、
其
へ
え
辞い

な退
み
難
く
な
り
て

承
け
引
き
つ
。
会
の
事
務
員
稲
垣
吉
慎
は
、
此
の
行
に
先
立
ち
て
行
き

つ
。

・
室
蘭
港
に
着
き
て
丸
一
が
店
に
憩
ふ
。
こ
ゝ
に
は
札
幌
女
子
高
等
小
学

校
長
小
林
到
氏
、
か
ね
て
我
等
を
待
た
れ
居
り
。
夜
も
ま
だ
深
け
れ

ば
、
枕
と
り
い
で
ゝ
し
ば
し
ま
ど
ろ
む
。
稲
垣
は
一
番
汽
車
に
て
札
幌

に
む
か
ひ
、
我
等
は
二
番
に
て
出
で
立
た
ん
と
す
。

ま
た
、
一
九
〇
二
（
明
治
三
十
五
）
年
二
月
に
現
在
の
大
阪
府
富
田
林
市

小
楠
公
墓
所
に
「
楠
公
夫
人
顕（

マ
マ
）碑
」
が
建
立
さ
れ
た
際
に
、
稲
垣
は
こ
の
除

幕
式
に
男
爵
・
華
族
女
学
校
校
長
細
川
潤
次
郎
や
下
田
、
実
践
女
子
工
芸
学

校
校
長
・
青
木
文
造
と
と
も
に
列
席
し
て
い
る
。
こ
の
顕
彰
碑
は
、
細
川
潤

次
郎
が
「
楠
公
夫
人
碑
」
の
題
額
、（
華
族
女
学
校
学
監
従
四
位
）
下
田
歌
子

の
撰
文
、
若
林
常
猛
の
書
に
な
る
方
九
丈
の
自
然
石
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
除
幕
式
を
伝
え
る
記
事
は
、
稲
垣
の
肩
書
を
「
帝
国
婦
人
協
会
幹
事
」

と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
稲
垣
は
帝
国
婦
人
協
会
に
事
務
・
幹

事
と
し
て
尽
力
し
て
い
た
と
考
え
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
二
、

三
年
後
に
は
稲
垣
自
身
は
小
清
水
地
区
に
入
植
し
、
牧
場
を
開
業
、
や
が
て

売
却
し
て
そ
の
資
金
を
元
手
に
女
学
校
を
開
校
す
る
に
至
る
。

下
田
の
『
北
海
紀
行
』
に
は
、「
北
海
道
の
汽
車
路
行
く
程
は
南
米
の
旅
覚

ゆ
と
人
の
言
ひ
け
る
、
げ
に
さ
る
事
と
は
覚
ゆ
れ
ど
」
な
ど
、
当
時
の
北
海

道
を
汽
車
で
移
動
す
る
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
時
点
で
汽
車
は
旭

川
ま
で
し
か
開
通
し
て
お
ら
ず
、
下
田
は
道
東
方
面
を
訪
れ
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
こ
の
訪
問
で
は
、
下
田
自
身
が
「
女
子
の

注
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就
学
者
の
比
較
的
多
数
な
る
は
、
ま
こ
と
に
悦
ぶ
べ
き
こ
と
な
り
」
と
い
う

実
感
を
得
て
お
り
、
実
り
多
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
な
よ
う
だ
。

こ
の
訪
問
は
、
福
島
―
仙
台
―
青
森
―
函
館
―
室
蘭
―
札
幌
―
小
樽
―
旭

川
―
札
幌
―
室
蘭
―
函
館
―
青
森
―
仙
台
―
福
島
と
辿
る
大
掛
か
り
な
旅
で

あ
っ
た
。
あ
ら
た
め
て
下
田
の
強
い
熱
意
が
窺
わ
れ
る
。
特
に
北
海
道
各
地

で
は
、
日
本
婦
人
の
心
得
や
女
子
教
育
に
つ
い
て
講
話
を
行
っ
て
い
る
。
繰

り
返
し
に
な
る
が
、
こ
の
旅
は
、
札
幌
教
育
会
の
夏
期
講
習
へ
出
席
す
る
目

的
で
あ
っ
た
が
、
帝
国
婦
人
会
の
会
員
数
拡
大
と
同
時
に
、『
北
海
紀
行
』
に

「
か
ね
て
会
長
岩
倉
公
夫
人
よ
り
頼
ま
れ
ま
ゐ
ら
せ
し
愛
国
婦
人
会
の
事
語

り
て
、
更
に
有
志
諸
氏
が
催
さ
る
ゝ
茶
話
会
に
列
す
」
と
い
う
記
述
が
あ
る

よ
う
に
、
愛
国
婦
人
会
の
協
力
活
動
と
し
て
の
側
面
も
有
し
て
い
た
（
後
に

帝
国
婦
人
協
会
会
長
下
田
歌
子
は
、
一
九
二
〇
〈
大
正
九
〉
年
愛
国
婦
人
会

第
五
代
会
長
に
就
任
し
て
い
る
）。

「
北
海
道
毎
日
新
聞
」（
一
九
〇
一
〈
明
治
三
十
四
〉
年
八
月
五
日
）
は
、
以

下
の
下
田
来
訪
の
記
事
を
載
せ
て
い
る
。

　

三
十
四
年
八
月
五
日
来
札
し
た
下
田
歌
子
は
、
北
海
道
教
育
会
第
一
四

回
夏
期
講
習
会
に
招
か
れ
、
会
場
で
あ
る
札
幌
女
子
尋
常
小
学
校
に
お

い
て
家
政
学
を
講
義
し
た
。
は
じ
め
て
来
札
の
歌
子
は
、
引
っ
ぱ
り
凧

で
区
有
志
や
月
寒
の
第
二
五
聯
隊
の
将
校
夫
人
等
の
招
き
で
女
子
教
育

に
関
す
る
演
説
を
度
々
行
い
、
女
子
が
積
極
的
と
な
っ
て
国
家
の
た
め

に
富
を
作
る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
は
勤
倹
貯
蓄
に
つ
と
め
る
こ
と
、
女

子
の
手
の
器
用
さ
を
活
か
し
て
手
芸
、
造
花
、
編
物
を
奨
励
す
る
こ
と
、

精
励
勤
勉
に
つ
と
め
国
を
富
ま
す
方
策
等
に
つ
い
て
熱
心
に
説
い
た
。
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ま
た
、
下
田
の
夏
期
講
習
会
に
お
け
る
講
義
内
容
や
各
地
で
の
講
演
内
容

は
、
同
年
北
海
道
教
育
会
よ
り
『
下
田
歌
子
先
生
家
政
学
講
義
』
と
し
て
刊

行
さ
れ
て
お
り
、「
女
子
学
術
講
義
」
第
1
巻
第
1
号
（
女
子
講
学
会
、
明
治

三
十
六
年
二
月
）に
は
、
高
評
に
つ
き
再
販
の
広
告
が
見
え
て
い
る
。

さ
ら
に「
下
田
歌
子
来
札
を
機
会
と
し
て
、
帝
国
婦
人
協
会
札
幌
支
部（
事

務
所
を
北
一
条
西
三
丁
目
北
海
道
教
育
会
内
に
置
く
）
が
、
九
月
二
十
一
日

発
会
（
午
後
一
時
よ
り
女
子
高
等
小
学
校
内
に
於
て
発
会
式
を
行
う
）
し
た
。

支
部
長
に
大
迫
と
き
子
（
大
迫
尚
敏
第
七
師
団
長
夫
人
）、
副
支
部
長
に
佐

藤
陽
子（
札
幌
農
学
校
長
佐
藤
昌
介
夫
人
）、
理
事
に
大
窪
は
る
子
、
大
島
信

子
、
安
部
安
子
、
藤
村
晴
子
、
評
議
員
に
谷
く
に
子（
谷
七
太
郎
夫
人
）、
荘

司
と
よ
子
（
荘
司
斌
夫
人
）、
阿
部
恒
子
（
阿
部
宇
之
八
夫
人
）
な
ど
で
あ
っ

た
。
入
会
者
は
特
別
・
賛
助
・
通
常
会
員
な
ど
合
わ
せ
て
二
〇
〇
余
人
に
の

ぼ
っ
た
」
と
「
北
海
タ
イ
ム
ス
」
は
伝
え
て
い
る
（
一
九
〇
一
〈
明
治
三
十
四
〉

年
九
月
十
八
日
～
十
月
十
七
日
）。

こ
の
盛
況
ぶ
り
は
好
意
的
に
北
海
道
内
に
大
き
く
影
響
し
た
よ
う
で
あ

る
。
例
え
ば「
婦
人
と
こ
ど
も
」は
、「
会
報
・
北
海
道
通
信（
通
信
員
）」（
一

部
を
除
き
、
フ
リ
ガ
ナ
は
私
に
省
略
し
た
）に
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

〇
女
子
教
育
の
景
況　

本
道
は
一
般
に
女
子
教
育
は
進
歩
せ
ざ
り
し
が
、

漸や
う

々〳
〵

高
等
女
学
校
の
設
立
を
見
る
に
至
り
特
に
客
年
下
田
歌
子
先
生

の
は
る
〴
〵
本
道
に
来
ら
れ
て
女
子
教
育
の
為
に
諸
所
に
講
演
な
ど
あ

り
て
よ
り
は
、
一
層
斯
の
道
の
隆
盛
を
見
る
に
至
れ
り
、
尚
笈
を
負

ふ
て
東
都
に
出
で
ん
と
す
る
も
の
続
々
た
る
は
本
道
の
為
に
慶
賀
す
べ

き
こ
と
な
り
。

注
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後
に
も
「
北
海
タ
イ
ム
ス
」
は
、「
札
幌
支
部
の
活
動
は
、
月
例
会
で
女
子

の
修
養
に
関
す
る
こ
と
を
学
習
す
る
こ
と
が
主
で
あ
っ
た
。
三
十
六
年
八
月

に
は
来
道
中
の
鳩
山
春
子
や
下
田
歌
子
の
講
演
会
が
開
催
さ
れ
、
来
会
者

は
各
四
、
五
百
人
に
も
の
ぼ
っ
た
」
と
そ
の
盛
況
ぶ
り
を
余
さ
ず
伝
え
て
い

る
（
一
九
〇
三
〈
明
治
三
十
六
〉
年
八
月
十
六
日
～
二
十
八
日
）。
こ
れ
ら
の

記
事
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
下
田
に
限
ら
ず
女
子
教
育
の
先
駆
者
を
北
海
道

に
招
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
話
を
聞
き
た
い
と
い
う
要
請
が
北
海
道
各
所
に
あ
っ

た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
実
際
に
、
後
の
一
九
〇
六（
明
治
三
十
九
）

年
の
同
誌
（
四
月
十
日
）
に
は
、「
同
会
札
幌
支
部
は
、
三
十
九
年
四
月
段
階

で
会
員
は
お
よ
そ
一
〇
〇
人
、
ほ
と
ん
ど
が
愛
国
婦
人
会
会
員
を
も
兼
ね
て

い
る
と
い
う
の
が
実
状
で
あ
っ
た
。
同
月
、
愛
婦
へ
の
協
力
事
業
が
一
段
落

し
た
の
で
、
本
来
の
会
の
あ
り
方
に
戻
っ
て
、
帝
国
婦
人
協
会
の
発
展
の
た

め
に
毎
月
講
話
会
を
開
催
し
て
知
徳
を
磨
く
こ
と
と
し
た
。
こ
の
た
め
適
切

な
講
師
を
招
い
て
料
理
法
、
裁
縫
等
の
講
習
会
を
開
き
、
女
性
に
必
要
な
技

術
の
修（

マ
マ
）得
に
つ
と
め
る
こ
と
と
し
、
広
く
会
員
を
募
集
し
た
」
と
あ
り
、
下

田
の
精
力
的
な
活
動
が
実
を
結
ん
で
い
く
様
が
見
て
取
れ
る
。

一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
五
月
末
時
点
で
の
愛
国
婦
人
会
会
員
数
を
示
す

と
以
下
の
よ
う
に
な
る
（『
網
走
市
史
下
巻
』【
表
3
】）。
道
東
方
面
で
は
、

網
走
地
域
が
最
も
会
員
数
が
多
く
、
総
会
員
数
は
千
名
を
超
え
て
い
る
。
そ

の
後
、
一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
段
階
の
纏
め
で
は
、
網
走
町
役
場
内
に
事

務
所
を
置
く
「
愛
国
婦
人
網
走
委
員
会
」
も
文
部
省
指
導
下
で
活
動
し
て
い

る（
会
員
数
四
百
名
、
代
表
・
山
内
ト
メ
。
同
右
書
）。

注
21

注
22

注
23

【
表
3
】愛
国
婦
人
会
会
員
数

小
清
水
へ
の
入
植
と
「
開
効
社
牧
場
」
と
し
て
の
開
拓
に
実
際
ど
の
程
度

下
田
が
関
わ
っ
た
か
は
、
現
時
点
で
は
詳
ら
か
で
は
な
い
が
、『
北
海
紀
行
』

に
拠
れ
ば
、
こ
の
旅
の
全
行
程
に
稲
垣
は
同
行
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
稲

垣
は
下
田
の
代
弁
者
と
し
て
、
下
田
が
行
く
こ
と
が
か
な
わ
な
か
っ
た
網
走

や
小
清
水
へ
の
道
を
開
い
た
の
だ
ろ
う
。
下
田
が
北
海
道
の
地
で
説
い
た
、

帝
国
婦
人
協
会
の
意
義
と
女
子
教
育
の
必
要
性
は
、稲
垣
の
心
に
火
を
灯
し
、

そ
の
情
熱
に
感
化
さ
れ
て
、
道
内
で
も
交
通
の
便
が
悪
く
、
教
育
機
関
も
充

分
整
っ
て
い
な
か
っ
た
道
東
方
面
の
女
学
校
の
設
立
と
帝
国
婦
人
協
会
の
普

及
の
た
め
に
全
力
を
注
が
せ
た
の
で
は
な
い
か
。
も
ち
ろ
ん
、
稲
垣
以
外
に

愛国婦人会（大正 7 年 5 月末）

町村名 三等
有功章会員 特別会員 普通会員 計

網走  1 107 70 178
斜里 － 26 41 67
美幌  2 10 114 126

野付牛  1 22 65 88
置戸 － 2 19 21
武華 － 8 54 62
常呂 － 8 25 33

佐呂間  1 1 29 31
上湧別  1 2 82 85
下湧別 － 6 39 45
紋別  1 23 57 81
渚滑 － 4 75 79
興部  4 9 67 80
雄武  1 10 39 50
計 12 238 776 1,026
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も
、
下
田
の
講
演
や
著
作
に
影
響
を
受
け
て
い
た
道
東
の
女
性
た
ち
も
い
た

こ
と
だ
ろ
う
。
そ
れ
が
愛
国
婦
人
会
会
員
の
増
員
へ
と
も
な
っ
て
い
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

五
　
北
見
女
学
校
開
校

一
九
一
〇
（
明
治
四
十
三
）
年
四
月
一
日
、「
管
内
の
中
等
教
育
は
、
一
九

一
〇
（
明
治
四
十
三
）
年
網
走
に
開
校
し
た
北
見
女
学
校
が
初
め
て
の
学
校

（
マ
マ
）
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
裁
縫
を
主
と
す
る
上
流
階
級
の
花
嫁
学
校
で

あ
っ
た
」と
さ
れ
る
管
内
初
の
女
学
校
が
誕
生
し
た
。

当
時
、
網
走
管
内
に
女
子
教
育
の
施
設
が
な
い
こ
と
を
憂
え
た
稲
垣
は
、

牧
草
地
を
売
却
し
、
得
た
資
金
を
建
設
資
金
に
充
当
し
て
女
学
校
を
開
き
、

自
ら
校
長
と
な
り
北
見
町
南
通
一
―
四
二
に
仮
校
舎
を
建
て
た
。
開
校
に
あ

た
っ
て
は
、「
管
内
各
地
を
巡
回
し
て
女
子
教
育
の
必
要
性
を
説
き
、
有
志

の
出
資
協
力
を
懇
請
す
る
と
と
も
に
、
一
口
三
十
銭
・
二
千
口
の
学
校
永
続

講
を
設
け
て
経
営
費
に
あ
て
た
」
と
い
う
。
前
述
し
た
と
お
り
、
当
時
の
北

見
国
の
海
岸
地
方
の
先
進
性
に
比
較
す
る
と
、
内
陸
地
方
に
屯
田
兵
が
置
か

れ
た
の
が
一
八
九
七
（
明
治
三
十
）
年
で
、
道
内
中
に
お
い
て
も
、
後
発
の

「
新
開
地
」
で
あ
り
、
義
務
教
育
も
完
全
で
は
な
か
っ
た
。
資
産
家
の
男
児
な

ら
ば
他
地
方
に
遊
学
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
十
三
、
四
歳
以
上
の

女
子
に
い
た
っ
て
は
こ
れ
も
容
易
に
は
望
む
べ
く
も
な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う

な
状
況
下
に
あ
っ
て
は
、
女
学
校
設
立
の
必
要
性
は
高
く
、
か
つ
急
務
で
も

あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
管
内
有
志
も
大
い
に
賛
同
し
そ
の
維
持
を
助
け
、
開
校

注
24

注
25

に
漕
ぎ
つ
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
因
み
に
、
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
時

点
で
、
道
内
の
公
立
学
校
の
う
ち
、
高
等
女
学
校
は
函
館
、
札
幌
、
小
樽
、

上
川
の
四
校
、
他
に
区
立
・
町
立
の
女
子
職
業
学
校
が
四
校
、
私
立
の
高
等

女
学
校
が
一
校
、
女
学
校
が
十
二
校
（
含
、
北
見
女
学
校
。
休
校
二
校
）
で

あ
る
。

さ
ら
に
、
翌
一
九
一
一
（
明
治
四
十
四
）
年
三
月
に
第
一
回
の
選
科
卒
業

生
六
名
を
出
し
、
五
月
に
は
道
庁
長
官
の
認
可
を
得
て
い
る
。
そ
こ
で
能
取

官
林
か
ら
用
材
の
払
下
げ
を
受
け
て
、
公
園
予
定
地
の
桂
ヶ
岡
に
二
階
建
木

造
校
舎
な
ら
び
に
寄
宿
舎
を
建
築
し
、
十
一
月
に
落
成
し
た
。
土
地
の
選
択

と
取
得
に
は
貴
田
国
平（
百
川
）を
煩
わ
せ
て
い
る
。
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
を
の
ぞ

む
丘
陵
地
桂
ガ
岡
は
、
も
と
近
世
ア
イ
ヌ
文
化
期
の
築
造
と
さ
れ
る
内
外
二

重
の
堀
で
囲
ま
れ
た
チ
ャ
シ（
砦
）が
あ
っ
た
地
域
で
あ
っ
た（
一
九
三
五〈
昭

和
十
〉年
十
二
月
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
指
定
。【
図
4
】）。

貴
田
国
平
は
、
明
治
三
年
山
口
県
出
身
で
明
治
三
十
五
年
か
ら
大
正
六
年

ま
で
町
会
議
員
、
大
正
九
年
か
ら
昭
和
十
一
年
ま
で
道
会
議
員
を
務
め
た
、

い
わ
ば
網
走
の
名
士
で
あ
っ
た
。
網
走
築
港
や
鉄
道
の
実
現
に
尽
力
し
、
道

立
中
学
校
の
設
置
、
道
路
、
橋
梁
の
築
設
に
努
力
し
た
人
物
で
あ
る
。
北
見

女
学
校
設
立
の
事
情
を
、
後
年
貴
田
は
、
以
下
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

稲
垣
が
女
学
校
を
建
設
し
た
こ
と
は
北
見
で
女
子
教
育
の
先
鞭
を
つ

け
た
も
の
で
実
に
偉
い
者
じ
ゃ
、
ア
ノ
桂
カ
岡
の
校
舎
の
と
こ
ろ
は
全

く
の
未
開
地
で
誰
も
手
を
つ
け
る
者
が
な
か
っ
た
が
、
あ
る
日
の
こ
と

稲
垣
君
が
僕
の
と
こ
ろ
へ
や
っ
て
来
て
「
ア
ソ
コ
へ
女
学
校
を
建
て
た

い
か
ら
何
と
か
し
て
敷
地
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ぬ
じ
ゃ
ろ
う
か
」
と

注
26

注
27

注
28
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い
う
か
ら
し
て
「
よ
ろ
し
い
、
僕
が
引
き
受
け
る
か
ら
君
が
入
用
な
だ

け
切
り
開
い
て
校
舎
を
建
て
た
ま
え
」
と
い
っ
て
や
っ
た
ら
稲
垣
君
は

非
常
に
喜
ん
で
の
う
、
そ
れ
か
ら
早
速
稲
垣
は
無
頼
で
ア
ノ
傾
斜
地
を

切
り
崩
し
て
敷
地
を
作
っ
た
も
ん
だ（「
網
走
新
聞
」桂
ヶ
岡
物
語
④
）。

こ
う
し
た
貴
田
の
協
力
も
あ
っ
て
、
未
開
地
の
沢
に
管
内
初
の
女
学
校
は

小
学
卒
業
以
上
の
女
子
を
収
容
す
る
学
校
と
し
て
開
校
に
至
っ
た
。
選
科
、

本
科
、
補
習
科
に
分
か
れ
、
こ
の
ほ
か
に
一
九
一
二
（
明
治
四
十
五
）
年
五

月
に
は
付
属
幼
稚
園
も
開
設
し
て
い
る
【
図
5
①
・
5
②
・
６
】。
生
徒
の

多
く
は
、
網
走
、
野
付
牛
、
紋
別
方
面
か
ら
入
学
し
、
卒
業
生
は
「
成
績
頗

ぶ
る
良
好
な
り
」、「
学
校
の
特
色
と
す
る
と
こ
ろ
は
教
師
と
生
徒
と
は
宛
然

一
家
庭
に
あ
る
の
思
ひ
あ
ら
し
め
倹
素
質
実
を
旨
と
し
浮
薄
に
流
れ
豪
奢
に

渉
る
が
如
き
こ
と
な
か
ら
し
め
、
経
費
は
一
ケ
月
食
費
舎
費
月
謝
及
び
小
遣

銭
合
せ
て
、
月
額
僅
か
に
六
円
以
内
に
て
、
弁
じ
得
べ
し
と
な
り
」。
と
伝

わ
り
、
当
時
の
学
校
の
有
様
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
因
み
に
、
一
九
一
〇

（
明
治
四
十
三
）年
の
巡
査
の
初
任
給
は
十
二
円
だ
っ
た
と
い
う
。

「
教
師
は
校
長
一
名
、
学
科
教
師
一
名
、
裁
縫
教
師
二
名
、
保
母
一
名
、

舎
監
一
名
、
嘱
託
教
師
四
名
に
し
て
現
在
入
学
生
徒
数
は
選
科
四
七
名
、
本

科
一
三
名
、
補
習
科
一
二
名
計
七
二
名
」
で
あ
っ
た
。
な
お
、
明
治
四
十
五

年
度
新
学
期
か
ら
は
入
学
生
激
増
に
よ
り
一
二
三
名
と
な
る
盛
況
を
呈
し
て

い
る
（
前
掲
『
北
見
之
富
源
』）。
東
京
（
あ
る
い
は
実
践
女
学
校
）
か
ら
二
名

の
教
師
を
迎
え
た
と
も
伝
わ
る
が
、
詳
ら
か
で
は
な
く
、
わ
ず
か
に
「
裁
縫

雑
誌
」
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
に
「
北
海
道
北
見
国
網
走
町
桂
ヶ
岡
私
立
北

見
女
学
校　

吉
田
は
つ
」及
び
一
九
一
六（
大
正
五
）年「
同　

西
尾
こ
と
」の

注
29

注
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注
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名
が
確
認
で
き
る
に
す
ぎ
な
い
。
学
科
は
、「
修
、
国
、
家
、
裁
外
三
」で
あ

る
。
こ
う
し
て
「
女
子
教
育
界
に
お
け
る
北
斗
の
樞す

ゐ

星せ
い（
マ
マ
）

た
る
べ
き
な
り
」
と

称
さ
れ
た
北
見
女
学
校
で
は
あ
っ
た
が
、
各
種
統
計
書
か
ら
、
生
徒
数
な
ど

の
推
移
を
見
る
と
、
一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
度
を
ピ
ー
ク
に
し
て
徐
々
に
生

徒
数
が
減
少
し
て
い
く
こ
と
が
見
て
取
れ
る【
表
4
】。

経
営
難
に
陥
っ
た
稲
垣
は
、
同
年
町
営
を
要
望
し
、
九
月
二
十
六
日
有
志

大
会
が
開
か
れ
た
が
決
せ
ず
、
十
月
四
日
再
度
の
有
志
大
会
に
て
「
網
走
女

子
職
業
学
校
」
と
改
称
す
る
こ
と
に
決
ま
っ
た
（「
高
田
源
蔵
日
記
」）。
稲
垣

か
ら
月
二
〇
円
で
借
り
受
け
、
経
費
一
、
三
〇
〇
円
、
収
入
四
〇
〇
円
、
残

額
九
〇
〇
円
は
町
の
支
出
と
し
た
が
、「
稲
垣
氏
の
存
廃
随
意
に
任
せ
る
事
」

（
同
右
）
と
な
り
、
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
四
月
、
稲
垣
は
網
走
を
去
る
こ

と
に
な
っ
た
。

後
、
北
海
道
庁
立
網
走
高
等
女
学
校
が
一
九
二
二
（
大
正
十
一
）
年
三
月

（
一
九
四
四
〈
昭
和
十
九
〉
年
ま
で
）
に
設
置
認
可
と
な
り
、
四
月
旧
北
見
女

学
校
に
お
い
て
授
業
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
校
舎
が
取
り
壊
さ
れ
る
こ

と
な
く
継
続
使
用
さ
れ
た
こ
と
は
、
何
よ
り
当
時
先
覚
的
な
建
造
物
で
あ
っ

た
証
拠
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
庁
立
女
学
校
設
置
に
際
し
て
は
、
旧
北
見

女
学
校
の
前
歴
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
無
条
件
に
認
め
ら
れ
た
と
い
う
。
や

が
て
北
海
道
立
網
走
女
子
高
等
学
校
を
経
て
、
北
海
道
立
網
走
向
陽
高
等
学

校
（
一
九
五
〇
〈
昭
和
二
十
五
〉
年
か
ら
二
〇
〇
七
〈
平
成
十
九
〉
年
ま
で
）、

北
海
道
立
桂
陽
高
校
（
二
〇
〇
八
〈
平
成
二
十
〉
年
か
ら
現
在
ま
で
）
へ
と
北

見
（
網
走
）
地
方
の
学
校
教
育
は
発
展
し
て
い
る
。
時
を
経
た
現
在
ま
で
も
、

北
見
女
学
校
の
存
在
し
た
意
義
は
失
わ
れ
て
は
い
な
い
と
言
っ
て
良
い
。
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六
　
そ
の
後
の
稲
垣
吉
慎

北
見
女
学
校
閉
校
に
至
る
頃
か
ら
、そ
の
後
の
稲
垣
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

学
校
経
営
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
と
思
わ
れ
る
時
期
、
一
九
一
四
（
大
正
三
）

年
十
一
月
二
十
五
日
の
「
官
報
」
に
拠
れ
ば
、
稲
垣
は
石
炭
処
分
の
試
験
許

可
を
得
て
い
る
（
北
見
試
登
録
第
２
７
６
農
商
務
省
、
網
走
郡
網
走
町　

稲

垣
吉
慎
）。
ま
た
、
一
九
一
五（
大
正
四
）年
十
月
十
一
日
の「
官
報
」に「
北

海
製
紙
合
資
会
社
」（
九
月
二
十
七
日
）
設
立
の
記
載
が
あ
り
、
目
的
は
葦
原

科
の
パ
ル
プ
の
製
造
製
紙
業
で
、「
代
表
社
員　

稲
垣
吉
慎
網
走
郡
網
走
町
」

（
他
に
四
名
）
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
初
出
と
し
て
、
大
正
五
年
七
月
、

大
正
五
年
十
月
、
大
正
六
年
七
月
、
大
正
六
年
十
月
、
大
正
七
年
十
月
、
大

正
八
年
十
月
、
大
正
九
年
十
月
ま
で
連
続
し
て
代
表
委
員
社
員
の
一
人
に
稲 注
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垣
の
名
が
あ
る
。
学
校
経
営
の
か
た
わ
ら
、
豊
富
な
北
海
道
の
資
源
を
開
発

し
、
事
業
を
行
っ
て
い
た
と
判
断
さ
れ
る
（「
高
田
源
蔵
日
記
」
に
は
葦
原
科

の
パ
ル
プ
の
製
造
の
事
業
に
関
し
て
関
係
者
か
ら
話
を
聞
く
記
録
が
あ
る
）。

こ
の
事
業
か
ら
得
た
資
金
を
学
校
経
営
に
充
当
す
る
目
的
で
あ
っ
た
か
否
か

は
不
明
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
一
九
一
七（
大
正
六
）年
に
網
走
を
去
っ
た

あ
と
で
も
継
続
し
て
関
わ
り
あ
っ
た
と
判
断
し
て
良
い
だ
ろ
う
。

稲
垣
の
足
跡
を
探
る
。
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
五
月
に
武
庫
郡
西
宮
で

開
催
さ
れ
た
「
西
宮
考
古
資
料
展
覧
会
概
況
」
に
河
内
国
府
発
掘
の
人
骨
が

展
示
さ
れ
て
い
る
が
、
比
較
資
料
と
し
て
現
代
日
本
人
の
頭
蓋
の
出
品
も

あ
っ
た
。
そ
の
際
に
稲
垣
は
ア
イ
ヌ
人
の
頭
蓋
を
出
陳
し
て
三
者
を
対
照
さ

せ
、
骨
格
の
相
違
を
認
識
さ
せ
る
こ
と
に
一
役
か
っ
て
い
る
。「
最
も
覚
者

の
好
参
考
と
な
り
た
り
」
と
記
録
は
伝
え
て
い
る
。
こ
の
こ
ろ
、
稲
垣
は
現

注
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【
表
4
】　

北
見
女
学
校
生
徒
数
等
の
推
移

発
行
年

学
級
数

教
員
数

生
徒
数
入
学
者
卒
業
者
本
年
度
収
入
総
額
（
円
）

本
年
度
支
出
総
額
（
円
）

西
暦

和
暦

男

女

計

女

女

授
業
料

そ
の
他
収
入

計

経
常
費

臨
時
費

計

網
走
町
・
能
取
村
・
藻
琴
村
統
計
表

一
九
一
二
大
正
元

8

38

北
海
道
庁
統
計
書 
第
二
十
六
回
第
三
巻

（
学
事
之
部
）
大
正
三
年
度

一
九
一
六
大
正
五

3

1

2

3

42

23

7

北
海
道
庁
統
計
書 

第
二
十
七
回
第
三
巻

（
学
事
之
部
）
大
正
四
年
度

一
九
一
七
大
正
六

3

1

2

3

35

10

10

北
海
道
庁
統
計
書 

第
二
十
八
回
第
三
巻

（
学
事
之
部
）
大
正
五
年
度

一
九
一
八
大
正
七

2

2

2

4

24

ー

7

240

420

660

660

－

660

北
海
道
庁
学
事
統
計
要
覧

一
九
一
八
大
正
七

2

2

2

4

24

5

7
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在
の
兵
庫
県
西
宮
市
香
櫨
園
に
居
を
移
し
て
い
る
。
一
九
二
四（
大
正
十
三
）

年
伊
勢
神
宮
の
唯
一
の
ご
料
酒
に
選
ば
れ
た
、
灘
の
清
酒
「
白
鷹
」
の
蔵
元
、

白
鷹
株
式
会
社
辰
馬
悦
蔵
（
三
代
目
一
八
九
二
～
一
九
八
〇
）
は
、
京
都
帝

国
大
学
で
考
古
学
を
志
し
、
考
古
学
会
の
草
分
け
的
な
存
在
と
し
て
知
ら
れ

る
。
や
が
て
「（
財
）
辰
馬
考
古
資
料
館
」
を
創
設
す
る
ほ
ど
に
私
財
を
投
じ

て
収
集
と
保
護
に
あ
た
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
人
物
だ
が
、
稲
垣
宛
の
差
出

書
簡
（
大
正
十
年
二
月
十
六
日
付
）
が
残
さ
れ
、
交
流
が
認
め
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
こ
れ
は
考
古
学
を
通
じ
て
の
親
交
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
。

ま
た
稲
垣
は
学
校
経
営
に
も
携
わ
り
、
兵
庫
県
武
庫
郡
甲
東
村
仁
川
の

「
私
立
小
学
甲
東
学
園　

銀
星
女
学
院
」の
主
事
を
務
め
た
。
北
見
女
学
校
校

主
の
前
歴
か
ら
、
女
学
校
主
事
と
し
て
着
任
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

銀
星
女
学
院
の
設
立
者
、
羽
室
庸
之
助（
一
八
七
六〈
明
治
九
〉年
九
月
～

一
九
四
四〈
昭
和
十
九
〉年
十
二
月
）は
、
米
子
坩
堝（
松
）取
締
役
、
日
本
水

道
衞
生
工
事
（
株
）
監
査
役
、
銀
星
女
学
院
長
、
羽
室
鋳
銅
所
長
。『
人
事
興

信
録
』に
は
、「
君
は
兵
庫
県
士
族
羽
室
義
行
の
長
男
に
し
て
明
治
九
年
九
月

を
以
て
生
れ
同
十
九
年
家
督
を
相
続
す
同
二
十
三
年
東
京
高
等
工
業
学
校
機

械
科
を
卒
業
し
私
立
中
學
鳳
嗚
義
塾
教
師
と
な
り
農
商
務
省
製
鉄
所
に
入
り

独
逸
に
留
学
す
後
住
友
製
鋼
所
副
支
配
人
と
な
り
叉
衆
議
院
議
員
に
擧
げ
ら

る
現
時
羽
室
鋳
銅
所
長
に
し
て
前
記
会
社
の
重
役
を
兼
ね
銀
星
女
學
院
長
た

り
」と
あ
る
。「
不
埒
極
ま
る
学
校
営
業
」（
一
豊
生
）と
し
て
入
学
金
等
に
関

す
る
監
督
官
庁
当
局
の
一
考
を
促
す
た
め
の
以
下
の
記
事
か
ら
、
こ
の
学
校

の
概
要
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

私
立　

小
学
甲
東
学
園

注
45

注
46

注
47

注
48

　
　
　

同　

銀
星
女
学
院

同
学
園
は
、
阪
急
電
鉄
、
西
宝
線
（
西
宮
北
口
と
宝
塚
と
の
中
間
）

仁に
か
わ川

停
留
所
の
南
方
約
二
丁
、
青
松
の
間
に
校
舎
を
新
築
し
、
本
年

（
大
正
十
四
年
―
稿
者
注
）
四
月
十
日
開
校
式
を
挙
行
し
た
。
同
学
院

の
設
立
者
総
代
は
大
阪
の
羽
室
鋳
銅
所
所
長
で
あ
る
羽
室
庸
之
助
氏
で

自
ら
院
主
と
な
り
、
名
誉
校
長
と
し
て
大
阪
梅
花
高
等
女
学
校
長
伊
庭

菊
次
郎
、
主
事
に
稲
垣
吉
慎
の
両
氏
を
推
し
、
他
教
諭
嘱
託
教
師
数
名

を
聘
し
て
授
業
を
開
始
し
た
、
現
在
生
徒
は
小
学
校
女
学
校
本
科
一
二

年
専
攻
科
を
合
わ
せ
て
約
三
十
余
名
、
何
れ
も
所
謂
別
荘
生
活
の
お
嬢

さ
ん
の
み
で
あ
っ
て
、
同
学
院
は
主
義
方
針
と
し
て
鳥
渡
面
白
い
所
は

あ
る
、
け
れ
ど
も
中
産
階
級
以
下
の
女
子
を
教
育
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
一
つ
の
欠
陥
が
あ
る
。
殊
に
小
学
校
は
普
通
国
民
教
育
な
る
に
拘
ら

ず
、
次
記
に
掲
ぐ
る
不
当
の
入
学
金
、
入
学
調
整
費
、
授
業
料
、
剰
さ

へ
維
持
費
の
支
出
は
普
通
の
家
庭
と
し
て
迚
も
負
櫖
に
堪
へ
ら
れ
ぬ
の

で
あ
る
。
同
学
校
の
学
科
目
は
小
学
校
は
小
学
校
令
に
依
る
普
通
国
民

教
育
、
女
学
院
は
本
科
、
専
攻
科
の
二
つ
に
別（

マ
マ
）れ

、
本
科
は
高
等
女
学

校
程
度
に
て
修
業
年
限
五
ケ
年
、
専
攻
科
は
高
女
卒
業
者
及
び
同
等
の

学
力
あ
る
も
の
修
業
年
限
二
ケ
年（
家
事
、
音
楽
、
外
国
語
）と
な
っ
て

い
る
。

一
九
三
〇（
昭
和
五
）年『
兵
庫
県
統
計
書　

上
巻
』に
は
、「
私
立
銀
星
女

学
校
」
は
学
数
五
、
教
員
（
邦
人
）
男
三
人
・
女
五
人
、
生
徒
（
邦
人
）
一
一

人
、
卒
業
者
九
人
、
入
学
者
（
第
一
学
期
）
五
人
と
の
調
査
内
訳
の
記
載
が

あ
る
。

さ
ら
に
翌
年
、
稲
垣
は
、
一
九
二
六
（
大
正
十
五
）
年
六
月
二
十
九
日
設

注
49
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立
の「
日
本
蘭
土
金
山
株
式
会
社
」（
大
阪
市
東
区
北
浜
四
丁
目
二
十
一
番
地
）

の
監
査
役
を
務
め
て
い
る
。
目
的
は
、「
鉱
物
の
試
掘
採
掘
製
煉
及
び
鉱
産

物
の
売
買
其
他
之
に
附
帯
す
る
事
業
」、
住
所
は
兵
庫
県
武
庫
郡
大
社
村（
現

在
の
兵
庫
県
西
宮
市
）
と
あ
る
。
網
走
で
石
炭
産
業
に
関
わ
っ
た
実
績
を
評

価
さ
れ
て
の
就
任
に
至
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
間
も
な
い

「
官
報
」第
60
号（
昭
和
二
年
三
月
十
五
日
）に
は「
監
査
役
稲
垣
吉
慎　

大
正

十
五
年
九
月
十
九
日
死
亡
」
の
報
が
載
る
。
銀
星
女
学
校
の
校
地
設
営
の
際

の
事
故
と
も
伝
わ
る
が
、
詳
し
く
は
不
明
で
あ
る
。

享
年
七
十
二
。
波
乱
に
富
ん
だ
人
生
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
が
、
稲
垣
も

女
子
教
育
の
重
要
性
に
目
覚
め
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
大
き
な
足
跡
を
残
し

た
人
物
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
明
ら
か
に
女
子
教
育
の
先
駆
者
下
田
歌
子
の

影
響
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
と
め

か
つ
て
短
期
間
で
は
あ
る
も
の
の
確
か
に
存
在
し
た
「
北
見
女
学
校
」
に

つ
い
て
の
沿
革
を
調
査
し
、
学
校
主
で
あ
っ
た
稲
垣
吉
慎
の
人
生
を
追
っ
た
。

下
田
歌
子
と
こ
の
女
学
校
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
は
、
一
次
資
料
の
破
棄

等
の
事
情
も
あ
っ
た
と
も
伝
わ
る
た
め
、
ほ
ぼ
残
さ
れ
て
は
い
な
い
。
し
か

し
な
が
ら
、「
稲
垣
翁
の
桂
ガ
岡
女
学
校
の
設
立
に
女
史
の
偉
大
な
協
力
が

あ
っ
た
」（「
網
走
新
聞
」
桂
ガ
岡
物
語
③
）
や
「
下
田
が
、
実
践
女
学
校
の
基

本
財
産
に
充
当
す
る
た
め
、
北
海
道
に
国
有
未
開
地
の
払
下
げ
を
計
画
し

た
」、「
下
田
女
史
や
貴
田
国
平
ら
の
協
力
を
得
て
」
と
の
記
述
か
ら
は
、
間

接
的
で
は
あ
る
が
、
下
田
の
関
与
を
明
ら
か
に
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

注
50

注
51

注
52

下
田
が
北
見
女
学
校
設
立
を
祝
え
る
和
歌
を
残
し
、
そ
れ
が
稲
垣
家
に
伝

わ
っ
て
い
た
こ
と
が「
網
走
新
聞
」に
報
道
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
記
事
に
拠
る

と
、
以
下
の
一
首
で
あ
っ
た（
記
事
マ
マ
）。

桂
カ
岡
と
い
ふ
と
こ
ろ
に
北
見
女
学
校
の
設
立
せ
ら
れ
け
る
を

悦
び
て

従
三
位　

歌
子

　

文
学
ぶ
ま
こ
と
の
光
の
そ
は
ざ
ら
む　

さ
き
の
桂
も
る
ひ
な
か
ら
ま
し

ま
た
、
同
じ
記
事
に
あ
わ
せ
て
載
る
一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
の
稲
垣
自
詠

の
一
首
に
は
、
周
辺
地
域
（
あ
る
い
は
生
徒
や
関
係
者
も
ふ
く
ま
れ
る
か
）

か
ら
還
暦
を
祝
っ
て
も
ら
う
感
動
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　
　

桂
カ
岡
に
ち
な
め
る
歌
と
雅
名
桂
□（
陵
）翁
の
郷
里
岩
村
古
城
下

　
　

水
野
良
治
家
の
屏
風
に

　

も
ろ
人
の
情
も
高
き
桂
カ
岡
に
本
卦
か
え
り
を
祝
う
嬉
し
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
正
乙
卯（
四
年
）桂
陵
翁
書

ま
た
、
稲
垣
夫
妻
（
妻
・
ぎ
ん
）
の
金
婚
式
記
念
の
袱
紗
に
は
川
端
玉
堂
画

の「
月
に
兎
」が
描
か
れ
、
下
田
の
一
首
、

　

ま
ど
か
な
る
月
の
う
さ
ぎ
も
く
れ
竹
の　

世
の
あ
だ
波
も
安
く
こ
ゆ
ら
ん

が
染
め
ら
れ
て
い
た
と
い
う【
図
7
】。

北
見
女
学
校
が
、
旧
北
見
国
中
で
初
め
て
設
立
さ
れ
た
女
学
校
で
あ
る
こ

と
の
意
義
は
大
き
く
、
北
見
の
教
育
界
に
残
し
た
稲
垣
の
大
き
な
一
歩
は
称

賛
に
価
す
る
業
績
で
あ
っ
た
。
一
九
四
〇（
昭
和
十
五
）年
ご
ろ
、
頌
徳
碑
建

設
の
議
が
お
こ
り
、
建
設
地
を
北
見
女
学
校
が
あ
っ
た
網
走
町
桂
ガ
岡
と
定

め
て
計
画
が
進
め
ら
れ
た
が
、
時
局
関
係
で
実
現
を
み
な
か
っ
た
と
い
う
。

学
校
地
近
く
の
桂
の
古
木
を
愛
し
、「
桂
ガ
岡
」
の
命
名
者
と
な
っ
た
稲
垣
は

注
53

注
54

注
55

注
56
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自
ら
桂
陵
と
号
し
た
【
図
８
】。
こ
の
地
を
深
く
愛
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
、

だ
か
ら
こ
そ
退
去
は
不
本
意
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
北
見
女
学
校

閉
校
と
と
も
に
北
見
最
古
の
幼
稚
園
も
廃
止
さ
れ
た
が
、
稲
垣
は
、
一
九
一

六
（
大
正
五
）
年
に
は
光
輪
寺
で
日
曜
学
校
を
開
い
て
い
る
。
二
回
の
参
集

者
は
六
七
名
（
一
回
目
・
二
月
十
三
日
）、
就
学
児
童
三
〇
〇
名
（
二
回
目
・

二
月
二
十
日
）
と
多
数
の
参
加
者
を
集
め
、
幼
児
教
育
へ
の
関
心
の
高
さ
を

窺
わ
せ
る
。
あ
る
い
は
、
一
時
期
は
紳
士
録『
北
海
道
社
交
倶
楽
部
』【
図
9
】

に
肖
像
写
真
と
共
に
紹
介
さ
れ
た
稲
垣
の
、
幼
稚
園
廃
止
に
伴
う
、
忸
怩
た

る
思
い
が
日
曜
学
校
の
開
催
を
実
現
さ
せ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
第
一
次
世

界
大
戦
の
好
景
気
を
迎
え
る
時
代
は
目
前
で
、
女
子
教
育
の
必
要
性
と
就

学
・
進
学
率
が
高
ま
る
時
期
が
迫
っ
て
い
る
の
だ
が
、
一
九
一
七
（
大
正
六
）

年
稲
垣
は
網
走
を
退
去
す
る
に
至
っ
た
。
退
去
し
た
四
月
二
十
九
日
は
降
雪

注
57

注
58

と
時
化
の
悪
天
候
で
大
困
難
す
る
中
、
停
車
場
で
見
送
り
を
受
け
て
い
る
。
こ

の
時
、
稲
垣
の
眼
に
映
っ
た
網
走
の
風
景
と
胸
に
去
来
し
た
も
の
は
何
だ
っ

た
だ
ろ
う
か
。
翌
、
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
に
は
、
網
走
聖
公
教
会
付
属

愛
香
幼
稚
園
が
開
設
さ
れ
、
日
本
聖
公
会
網
走
聖
ペ
テ
ロ
教
会
と
し
て
血
脈

を
受
け
継
い
で
い
る
。

現
在
、
北
見
女
学
校
跡
付
近
に
は
、
何
代
目
か
の
桂
木
と
「
私
立
北
見
女

学
校
」の
記
念
石
碑（
網
走
市
桂
町
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
ソ
レ
イ
ユ

網
走
駐
車
場
前
植
込
み
）
が
残
る
の
み
で
あ
る
【
図
10
】。
石
碑
裏
の
碑
文
は

以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。「
明
治
四
十
三
（
一
九
一
〇
）
稲
垣
吉
慎
は
網
走
管

内
最
初
の
私
立
女
学
校
を
北
見
町
に
開
校
し
た
。
翌
年
こ
の
地
に
木
造
二
階

建
て
の
校
舎
を
新
築
移
転
し
、
あ
わ
せ
て
幼
稚
園
も
開
設
し
た
。
小
学
校
卒

業
後
の
女
子
を
教
育
す
る
場
と
し
て
は
管
内
唯
一
の
学
校
で
あ
っ
た
。」。 注

59

注
60

注
61

稲
垣
吉
慎
略
伝
と「
高
田
源
蔵
日
記
」に
見
る
北
見
女
学
校
関
連
事
項

西
暦（
年
）

和
暦（
年・月
）
事
項

月
・
日
・
天
候
等
「
高
田
源
蔵
日
記
」
事
項

一
八
五
五

安
政
二
・
七

出
身
地
、
岐
阜
県
美
能
国
（
マ
マ
）
恵
那
郡
岩
村
町
。

一
八
七
五

 

～
一
八
七
九
明
治
八～同

十
二
藩
校
知
新
館
を
終
え
、
阿
木
小
学
校
校
長
を
務
め
る
。

一
八
八
七

明
治
二
十
頃

下
田
歌
子
の
実
家
で
あ
る
平
尾
家
を
頼
り
上
京
し
、
鐘
ケ
淵
紡
績
会
社
に
勤
務
。

一
八
九
九

明
治
三
十
二

下
田
の
実
践
女
学
校
創
立
に
伴
い
参
与
と
な
り
、
妻
ぎ
ん
は
舎
監
と
な
る
。

一
九
〇
一

明
治三

十
四
・
七
札
幌
市
の
北
海
道
教
育
会
に
於
い
て
夏
期
講
習
会
を
開
く
に
あ
た
り
帝
国
婦
人
協
会
会
長

下
田
歌
子
に
先
行
し
て
札
幌
・
旭
川
・
室
蘭
・
函
館
を
一
巡
し
た
。

一
九
〇
二

明
治三

十
五
・
三
実
践
女
学
校
の
基
本
財
産
に
充
当
す
る
目
的
で
北
海
道
に
お
い
て
牧
草
地
を
払
下
げ
る
た

め
、
井
上
角
五
郎
の
斡
旋
を
得
て
渡
道
し
、
最
初
石
狩
国
夕
張
郡
の
馬
追
山
を
選
ん
だ
。

し
か
し
、
こ
の
地
方
の
水
田
の
創
始
者
吉
仁
の
古
川
孝
平
に
、
将
来
水
田
の
水
源
地
に
な

る
と
こ
ろ
だ
か
ら
、
と
反
対
さ
れ
て
止
め
、
更
に
道
庁
に
於
い
て
図
面
上
で
止
別
原
野
小

清
水
の
約
一
里
四
方
の
未
開
地
を
選
定
し
、
直
ぐ
に
第
一
銀
行
頭
取
池
村
憲
三
ほ
か
四
名

の
名
義
を
以
っ
て
払
下
げ
許
可
を
受
け
た
。

一
九
〇
三

明
治三

十
六
・
六
現
在
の
共
和
一
・
二
の
一
部
と
三
の
全
域
及
び
旧
三
共
農
場
の
全
域
に
わ
た
る
広
大
な
土
地

の
無
償
貸
し
付
け
を
受
け
た
。

一
九
〇
四

明
治
三
十
七

夫
妻
同
伴
で
「
下
田
牧
場
（
小
清
水
開
効
社
北
見
牧
場
と
も
）」
に
現
地
管
理
人
と
し
て
来

住
。
同
郷
か
ら
渡
辺
弥
十
を
呼
び
寄
せ
三
人
が
事
務
所(

北
変
電
所
付
近
）
に
居
住
。

一
九
〇
五

明
治
三
十
八

現
中
津
川
市
か
ら
親
族
の
木
林
業
藤
井
辰
造
、
従
業
員
三
島
某
の
二
名
と
、
後
に
同
郷

の
本
多
（
田
）
由
太
郎
を
招
致
し
た
。

夏
季
に
山
桑
は
豊
富
に
野
生
し
て
い
る
た
め
、国
産
の
養
蚕
を
大
々
的
に
試
育（
マ
マ
）し
た
。

一
九
〇
五

 

～
一
九
〇
八
明
治
三
十
八

～
四
十
一
更
科
鉄
太
郎
、
稲
垣
吉
慎
、
塚
本
命
助
の
三
人
が
斜
里
村
総
代
に
選
出
さ
れ
る
。

一
時
飛
騨
国
高
山
白
川
村
の
山
下
長
吉
が
管
理
を
代
行
し
た
が
、
砥
草
原
と
三
共
農
場
の

二
箇
所
だ
け
成
功
し
て
、
他
は
引
き
上
げ
処
分
と
な
っ
た
の
で
、
学
校
の
名
誉
に
か
か
わ

る
と
し
て
稲
垣
個
人
名
義
に
改
め
、「
稲
垣
牧
場
」
と
称
し
た
。

一
九
〇
八

明
治
四
十
一

砥
草
原
農
場
に
は
多
く
の
小
作
人
が
入
っ
て
お
り
、
そ
の
監
督
に
網
走
で
知
り
合
っ
た
小

出
弥
平
を
頼
ん
だ
。
小
出
は
、
小
作
の
世
話
を
し
た
。

小
清
水
を
引
き
揚
げ
て
東
京
へ
赴
き
、
再
度
実
践
女
学
校
校
長
下
田
歌
子
の
許
に
在
っ
た
。

一
九
〇
九

明
治
四
十
二

や
が
て
北
見
地
方
に
女
子
教
育
を
施
す
学
校
が
無
い
こ
と
を
憂
い
、
網
走
に
私
立
女
学
校

を
創
設
す
る
た
め
、
網
走
に
移
転
し
て
、
小
清
水
の
農
場
地
を
売
却
し
、
建
築
資
金
に
充

て
た
。

十
二
・
四

晴　

静
海

稲
垣
ぎ
ん
さ
ま
来
訪
ア
ル
。

一
九
一
〇

明
治

四
十
三
・
四

仮
校
舎
を
開
設
し
た
。

二
・
十
七　

晴

昨
夜
町
長
来
宅
稲
垣
氏
の
計
画
中
ナ
ル
女
学

校
設
立
二
付
維
持
金
ト
シ
テ
各
有
志
ヨ
リ
劇

（
マ
マ
）
金
ヲ
願
元
資
ヲ
貰
二
ア
ラ
ズ
年
五
朱

の
利
子
貰
ヒ
校
資
二
当
ル
云
々
、
相
当
の
寄

附
願
出
ア
リ
。

二
・
十
九

晴　

寒
サ
甚
敷

稲
垣
君
今
晩
茶
話
会
開
催
二
付
招
待
ア
レ
ト

（
マ
マ
）
断
ル
。

二
・
二
十　

晴

稲
垣
君
の
尽
力
ニ
テ
私
立
女
学
校
設
立
二
付

維
持
員
募
集
本
日
加
盟
ス
。
維
持
金
ト
シ
テ

六
百
円
二
対
ス
年
五
朱
利
子
テ
寄
付
申
込
ム
。

一
九
一
一

明
治
四
十
四

桂
ガ
岡
に
木
造
二
階
建
て
の
校
舎
並
び
に
寄
宿
舎
を
新
築
。

三
・
十
八

昨
夜

チ
ラ
〳
〵
雪

北
見
女
学
校
撰
科
六
名
卒
業
其
他
卒
業
証
書

授
与
式
招
待
ア
リ
出
席
ス
。
式
後
折
詰
ア
リ

頂
キ
生
徒
の
手
芸
品
陳
列
一
見
ス
。

同五
・
十
五

道
庁
長
官
の
許
可
が
お
り
「
北
見
女
学
校
」
と
し
て
正
式
に
開
校
し
た
。

十
一
・
三　

晴

午
後
四
時

小
雨
天
長
節

女
学
校
開
校
式
招
待
二
付
出
席
盛
会
ナ
リ
。

有
志
祝
辞
演
説
盛
ナ
リ
。
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稲
垣
吉
慎
略
伝
と「
高
田
源
蔵
日
記
」に
見
る
北
見
女
学
校
関
連
事
項

西
暦（
年
）

和
暦（
年・月
）
事
項

月
・
日
・
天
候
等
「
高
田
源
蔵
日
記
」
事
項

一
八
五
五

安
政
二
・
七

出
身
地
、
岐
阜
県
美
能
国
（
マ
マ
）
恵
那
郡
岩
村
町
。

一
八
七
五

 

～
一
八
七
九
明
治
八～同

十
二
藩
校
知
新
館
を
終
え
、
阿
木
小
学
校
校
長
を
務
め
る
。

一
八
八
七

明
治
二
十
頃

下
田
歌
子
の
実
家
で
あ
る
平
尾
家
を
頼
り
上
京
し
、
鐘
ケ
淵
紡
績
会
社
に
勤
務
。

一
八
九
九

明
治
三
十
二

下
田
の
実
践
女
学
校
創
立
に
伴
い
参
与
と
な
り
、
妻
ぎ
ん
は
舎
監
と
な
る
。

一
九
〇
一

明
治三

十
四
・
七
札
幌
市
の
北
海
道
教
育
会
に
於
い
て
夏
期
講
習
会
を
開
く
に
あ
た
り
帝
国
婦
人
協
会
会
長

下
田
歌
子
に
先
行
し
て
札
幌
・
旭
川
・
室
蘭
・
函
館
を
一
巡
し
た
。

一
九
〇
二

明
治三

十
五
・
三
実
践
女
学
校
の
基
本
財
産
に
充
当
す
る
目
的
で
北
海
道
に
お
い
て
牧
草
地
を
払
下
げ
る
た

め
、
井
上
角
五
郎
の
斡
旋
を
得
て
渡
道
し
、
最
初
石
狩
国
夕
張
郡
の
馬
追
山
を
選
ん
だ
。

し
か
し
、
こ
の
地
方
の
水
田
の
創
始
者
吉
仁
の
古
川
孝
平
に
、
将
来
水
田
の
水
源
地
に
な

る
と
こ
ろ
だ
か
ら
、
と
反
対
さ
れ
て
止
め
、
更
に
道
庁
に
於
い
て
図
面
上
で
止
別
原
野
小

清
水
の
約
一
里
四
方
の
未
開
地
を
選
定
し
、
直
ぐ
に
第
一
銀
行
頭
取
池
村
憲
三
ほ
か
四
名

の
名
義
を
以
っ
て
払
下
げ
許
可
を
受
け
た
。

一
九
〇
三

明
治三

十
六
・
六
現
在
の
共
和
一
・
二
の
一
部
と
三
の
全
域
及
び
旧
三
共
農
場
の
全
域
に
わ
た
る
広
大
な
土
地

の
無
償
貸
し
付
け
を
受
け
た
。

一
九
〇
四

明
治
三
十
七

夫
妻
同
伴
で
「
下
田
牧
場
（
小
清
水
開
効
社
北
見
牧
場
と
も
）」
に
現
地
管
理
人
と
し
て
来

住
。
同
郷
か
ら
渡
辺
弥
十
を
呼
び
寄
せ
三
人
が
事
務
所(

北
変
電
所
付
近
）
に
居
住
。

一
九
〇
五

明
治
三
十
八

現
中
津
川
市
か
ら
親
族
の
木
林
業
藤
井
辰
造
、
従
業
員
三
島
某
の
二
名
と
、
後
に
同
郷

の
本
多
（
田
）
由
太
郎
を
招
致
し
た
。

夏
季
に
山
桑
は
豊
富
に
野
生
し
て
い
る
た
め
、国
産
の
養
蚕
を
大
々
的
に
試
育（
マ
マ
）し
た
。

一
九
〇
五

 

～
一
九
〇
八
明
治
三
十
八

～
四
十
一
更
科
鉄
太
郎
、
稲
垣
吉
慎
、
塚
本
命
助
の
三
人
が
斜
里
村
総
代
に
選
出
さ
れ
る
。

一
時
飛
騨
国
高
山
白
川
村
の
山
下
長
吉
が
管
理
を
代
行
し
た
が
、
砥
草
原
と
三
共
農
場
の

二
箇
所
だ
け
成
功
し
て
、
他
は
引
き
上
げ
処
分
と
な
っ
た
の
で
、
学
校
の
名
誉
に
か
か
わ

る
と
し
て
稲
垣
個
人
名
義
に
改
め
、「
稲
垣
牧
場
」
と
称
し
た
。

一
九
〇
八

明
治
四
十
一

砥
草
原
農
場
に
は
多
く
の
小
作
人
が
入
っ
て
お
り
、
そ
の
監
督
に
網
走
で
知
り
合
っ
た
小

出
弥
平
を
頼
ん
だ
。
小
出
は
、
小
作
の
世
話
を
し
た
。

小
清
水
を
引
き
揚
げ
て
東
京
へ
赴
き
、
再
度
実
践
女
学
校
校
長
下
田
歌
子
の
許
に
在
っ
た
。

一
九
〇
九

明
治
四
十
二

や
が
て
北
見
地
方
に
女
子
教
育
を
施
す
学
校
が
無
い
こ
と
を
憂
い
、
網
走
に
私
立
女
学
校

を
創
設
す
る
た
め
、
網
走
に
移
転
し
て
、
小
清
水
の
農
場
地
を
売
却
し
、
建
築
資
金
に
充

て
た
。

十
二
・
四

晴　

静
海

稲
垣
ぎ
ん
さ
ま
来
訪
ア
ル
。

一
九
一
〇

明
治

四
十
三
・
四

仮
校
舎
を
開
設
し
た
。

二
・
十
七　

晴

昨
夜
町
長
来
宅
稲
垣
氏
の
計
画
中
ナ
ル
女
学

校
設
立
二
付
維
持
金
ト
シ
テ
各
有
志
ヨ
リ
劇

（
マ
マ
）
金
ヲ
願
元
資
ヲ
貰
二
ア
ラ
ズ
年
五
朱

の
利
子
貰
ヒ
校
資
二
当
ル
云
々
、
相
当
の
寄

附
願
出
ア
リ
。

二
・
十
九

晴　

寒
サ
甚
敷

稲
垣
君
今
晩
茶
話
会
開
催
二
付
招
待
ア
レ
ト

（
マ
マ
）
断
ル
。

二
・
二
十　

晴

稲
垣
君
の
尽
力
ニ
テ
私
立
女
学
校
設
立
二
付

維
持
員
募
集
本
日
加
盟
ス
。
維
持
金
ト
シ
テ

六
百
円
二
対
ス
年
五
朱
利
子
テ
寄
付
申
込
ム
。

一
九
一
一

明
治
四
十
四

桂
ガ
岡
に
木
造
二
階
建
て
の
校
舎
並
び
に
寄
宿
舎
を
新
築
。

三
・
十
八

昨
夜

チ
ラ
〳
〵
雪

北
見
女
学
校
撰
科
六
名
卒
業
其
他
卒
業
証
書

授
与
式
招
待
ア
リ
出
席
ス
。
式
後
折
詰
ア
リ

頂
キ
生
徒
の
手
芸
品
陳
列
一
見
ス
。

同五
・
十
五

道
庁
長
官
の
許
可
が
お
り
「
北
見
女
学
校
」
と
し
て
正
式
に
開
校
し
た
。

十
一
・
三　

晴

午
後
四
時

小
雨
天
長
節

女
学
校
開
校
式
招
待
二
付
出
席
盛
会
ナ
リ
。

有
志
祝
辞
演
説
盛
ナ
リ
。
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西
暦（
年
）

和
暦（
年・月
）
事
項

月
・
日
・
天
候
等
「
高
田
源
蔵
日
記
」
事
項

一
九
一
二

明
治
四
十
五

（
大
正
）
元

三
・
二
十
五

晴

女
学
校
卒
業
証
書
授
与
式
参
列
ス
。
卒
業
者

二
十
人
、
折
詰
ニ
テ
一
杯
頂
キ
帰
宅
ス
。

一
九
一
三

大
正
二

三
・
二
十
五

晴

女
学
校
卒
業
式
二
付
、
午
前
参
列
ス
。
卒
業

者
本
課
ニ
テ
二
人
、
幼
稚
院
児
童
八
人
ナ
リ
。

十
一
・
八

昨
夜
小
雪

半
晴

女
学
校
内
ニ
テ
絵
画
会
開
催
出
席
ス
。
折
詰

馳
走
ア
リ
。
青
年
諸
士（
マ
マ
）の
名
画
ア
リ
。

一
九
一
五

大
正
四

学
校
維
持
困
難
に
陥
る
。

五
・
二
十
五

午
前
雨

午
後
晴
レ
ル

女
学
校
記
念
日
二
付
招
待
サ
レ
居
カ
処
不
参

飯
塚
ヤ
二
行
上
方
話
承
ル
。

　

同
・
六
～

　

同
・
十

町
営
移
管
を
申
し
出
た
が
、協
議
の
結
果
、町
で
借
り
受
け「
網
走
女
子
職
業
学
校
」と
改
め
、

存
廃
は
随
意
に
任
せ
る
こ
と
と
な
る
。

六
・
十
六

大
二
冷
気
ト
ナ

リ
小
雨
ト
ナ
ル

午
後
三
時
頃
女
学
校
二
行
、
稲
垣
氏
是
迄
経

営
致
来
り
心
得
共
迚
モ
同
氏
の
手
ニ
テ
及
兼

ル
二
付
、
町
へ
挙
テ
提
供
シ
能
キ
方
法
ニ
テ

持
続
ア
ラ
ン
事
ヲ
希
望
セ
リ
。
四
十
名
生

徒
ヲ
取
扱
道
庁
ヨ
リ
三
百
円
補
助
ト
町
ヨ
リ

六
百
円
補
助
ヲ
ス
ル
ト
セ
バ
凡
三
百
円
ツ
ゝ

年
々
町
有
志
ヨ
リ
寄
付
ス
レ
ハ
立
派
二
維
持

出
来
ル
趣
二
付
其
の
事
二
集
会
者
丈
ニ
テ
協

議
ス
。

六
・
二
十
七

曇
午
後
二
時
頃

ヨ
リ

久
ふ
り
降
雨
ト

ナ
ル

今
回
紋
別
ヨ
リ
茅
ニ
テ
紙
ヲ
製
シ
、
其
他
食

塩
魚
油
製
造
総
テ
新
発
明
有
益
の
事
業
二
付

御
話
在
之
趣
、
稲
垣
氏
廻
章
到
来
午
後
一
時

ヨ
リ
出
席
ス
。
生
憎
不
在
勝
人
多
ク
、
熊
谷

峰
村
両
氏
ト
小
生
の
み
。
種
々
有
益
の
御
話

ヲ
伺
上
帰
宅
ス
。

九
・
二
十
六

晴 

非
常
冷
気

午
後
ヨ
リ
役
場
楼
上
ニ
於
有
志
大
会
ア
リ
。

一
、
御
大
典
記
念
植
樹
の
事
。
一
、
女
学
校

買
収
の
件
。
一
、
学
校
々
舎
建
設
の
事
、
種
々

協
議
ス
ル
モ
決
定
セ
ズ
。
委
員
付
託
ト
ス
、

小
生
委
員
当
せ
ん
。

十
・
四　

晴

午
後
一
時
ヨ
リ
町
役
場
楼
上
二
於
、
女
学
校
買

収
の
件
小
学
校
建
増
委
員
会
ヲ
開
ク
。
協
議

の
結
果
女
学
校
ヲ
網
走
女
子
職
業
学
校
ト
シ

稲
垣
君
ヨ
リ
月
二
十
円
ニ
借
受
ル
事
、
校
長

小
学
校
中
田
兼
務
、
外
二
十
五
円
三
十
五
円

女
教
師
両
人
雇
入
惣（
マ
マ
）経
費
千
三
百
円
、

内
収
入
四
百
円
九
百
円
町
ヨ
リ
支
出
ス
ル
事
、

総
テ
の
事
中
田
校
長
の
依
頼
の
事
ト
ス
。

小
学
校
は
目
下
学
校
裏
手
地
十
六
戸
分
買
収

ト
決
シ
、
右
校
舎
八
間
半
二
十
三
間
ヲ
運
動

場
ニ
改
造
シ
、
新
タ
ニ
教
場
ヲ
新
設
ス
ル
事
設

計
等
は
校
長
ニ
依
頼
ス
ル
事
ニ
決
シ
散
会
ス
。

十
・
十
三

半
晴　

長
芋
堀

午
後
一
時
よ
り
役
場
楼
上
二
於
記
念
植
樹
、

学
校
増
築
女
学
校
買
入
の
三
件
、
特
別
委
員

会
報
告
有
志
会
開
ク
。
種
々
議
論
モ
ア
リ
シ

カ
結
局
委
員
会
報
告
通
リ（
中
略
）、
学
校
問

題
は
十
五
日
延
期
。

十
・
十
五　

晴

午
後
一
時
ヨ
リ
役
場
楼
上
二
於
、
学
校
改
築
女

学
校
買
上
の
協
議
会
、
委
員
付
託
の
報
告
ア

リ
、十
三
人
参
集
。
女
学
校
買
上
先
断
然
断
リ
、

稲
垣
氏
の
存
廃
随
意
二
任
セ
ル
事
。
小
学
校

は
公
園
予
定
地
へ
移
転
論
盛
ナ
リ
シ
モ
、
極

局
存
続
宿
題
し
緩
々
協
議
相
決
散
会
ス
。

一
九
一
六

大
正
五

二
・
十
三

朝
来
又
吹
雪

光
輪
寺
二
於
日
曜
学
校
本
日
ヨ
リ
創
立
、
吹

雪
の
為
太
郎
ト
キ
不
参
、
次
良
丈
出
席
ス
。

本
日
は
御
話
計
ニ
テ
止
メ
次
回
日
曜
ヨ
リ
開

始
の
由
、
参
集
者
六
七
十
名
モ
在
之
由
。

二
・
二
十

半
晴　

降
雪

光
輪
寺
二
於
日
曜
学
校
開
催
二
回
目
、
就
学

児
童
三
百
名
計
ナ
リ
ト
、
驚
ク
の
外
無
之
。

三
・
九　

晴

稲
垣
御
夫
人
来
宅
、
学
校
ヲ
先
年
教
師
ナ
ル

人
二
貸
与
、
稲
垣
夫
婦
は
監
督
二
任
シ
改
正

致
度
云
々
御
話
ア
リ
。
深
ク
姓(

マ
マ
）
質
取

糺
御
取
計
可
然
旨
申
上
ル
。

三
・
十
八　

晴

女
学
校
卒
業
証
書
授
与
式
招
待
サ
レ
候
得
共
、

出
席
見
合
。

一
九
一
七

大
正
六
・
四

北
見
地
方
於
け
る
女
子
教
育
の
先
駆
と
な
っ
た
北
見
女
学
校
は
苦
心
の
経
営
八
年
で
廃
校

と
な
り
、
稲
垣
は
網
走
町
を
退
去
し
た
。
同
地
を
「
桂
が
岡
」
と
名
付
け
、
そ
の
地
付
近

の
「
桂
ヶ
岡
公
園
」
に
、
今
日
も
そ
の
名
を
留
め
て
い
る
。

四
・
二
十
九

降
雪
時
化

稲
垣
君
出
発
（
引
上
の
事
）
二
際
シ
停
車
場

見
送
リ
、
昨
夜
ヨ
リ
降
雪
今
朝
尚
烈
シ
ク
大

時
化
、
見
送
人
大
困
難
。

一
九
一
九

大
正
八

兵
庫
県
武
庫
郡
甲
東
郡
仁
川
（
西
宮
市
）
辰
馬
別
荘
に
住
み
、
同
地
に
再
び
私
立
女
学
校

を
創
建
す
る
。

一
九
二
六

大
正

十
五
・
八

同
校
々
庭
地
均
工
事
の
際
、
怪
我
を
し
、
そ
れ
が
原
因
で
九
月
十
九
日
大
阪
医
科
大
学
病

院
に
入
院
療
養
中
に
薬
石
効
な
く
永
眠
、
享
年
七
十
。

昭
和

二
十
三
・
十
一
小
清
水
町
開
基
三
十
周
年
記
念
式
典
に
て
「
開
拓
功
労
者
」
と
し
て
表
彰
さ
れ
る
。
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西
暦（
年
）

和
暦（
年・月
）
事
項

月
・
日
・
天
候
等
「
高
田
源
蔵
日
記
」
事
項

一
九
一
二

明
治
四
十
五

（
大
正
）
元

三
・
二
十
五

晴

女
学
校
卒
業
証
書
授
与
式
参
列
ス
。
卒
業
者

二
十
人
、
折
詰
ニ
テ
一
杯
頂
キ
帰
宅
ス
。

一
九
一
三

大
正
二

三
・
二
十
五

晴

女
学
校
卒
業
式
二
付
、
午
前
参
列
ス
。
卒
業

者
本
課
ニ
テ
二
人
、
幼
稚
院
児
童
八
人
ナ
リ
。

十
一
・
八

昨
夜
小
雪

半
晴

女
学
校
内
ニ
テ
絵
画
会
開
催
出
席
ス
。
折
詰

馳
走
ア
リ
。
青
年
諸
士（
マ
マ
）の
名
画
ア
リ
。

一
九
一
五

大
正
四

学
校
維
持
困
難
に
陥
る
。

五
・
二
十
五

午
前
雨

午
後
晴
レ
ル

女
学
校
記
念
日
二
付
招
待
サ
レ
居
カ
処
不
参

飯
塚
ヤ
二
行
上
方
話
承
ル
。

　

同
・
六
～

　

同
・
十

町
営
移
管
を
申
し
出
た
が
、協
議
の
結
果
、町
で
借
り
受
け「
網
走
女
子
職
業
学
校
」と
改
め
、

存
廃
は
随
意
に
任
せ
る
こ
と
と
な
る
。

六
・
十
六

大
二
冷
気
ト
ナ

リ
小
雨
ト
ナ
ル

午
後
三
時
頃
女
学
校
二
行
、
稲
垣
氏
是
迄
経

営
致
来
り
心
得
共
迚
モ
同
氏
の
手
ニ
テ
及
兼

ル
二
付
、
町
へ
挙
テ
提
供
シ
能
キ
方
法
ニ
テ

持
続
ア
ラ
ン
事
ヲ
希
望
セ
リ
。
四
十
名
生

徒
ヲ
取
扱
道
庁
ヨ
リ
三
百
円
補
助
ト
町
ヨ
リ

六
百
円
補
助
ヲ
ス
ル
ト
セ
バ
凡
三
百
円
ツ
ゝ

年
々
町
有
志
ヨ
リ
寄
付
ス
レ
ハ
立
派
二
維
持

出
来
ル
趣
二
付
其
の
事
二
集
会
者
丈
ニ
テ
協

議
ス
。

六
・
二
十
七

曇
午
後
二
時
頃

ヨ
リ

久
ふ
り
降
雨
ト

ナ
ル

今
回
紋
別
ヨ
リ
茅
ニ
テ
紙
ヲ
製
シ
、
其
他
食

塩
魚
油
製
造
総
テ
新
発
明
有
益
の
事
業
二
付

御
話
在
之
趣
、
稲
垣
氏
廻
章
到
来
午
後
一
時

ヨ
リ
出
席
ス
。
生
憎
不
在
勝
人
多
ク
、
熊
谷

峰
村
両
氏
ト
小
生
の
み
。
種
々
有
益
の
御
話

ヲ
伺
上
帰
宅
ス
。

九
・
二
十
六

晴 

非
常
冷
気

午
後
ヨ
リ
役
場
楼
上
ニ
於
有
志
大
会
ア
リ
。

一
、
御
大
典
記
念
植
樹
の
事
。
一
、
女
学
校

買
収
の
件
。
一
、
学
校
々
舎
建
設
の
事
、
種
々

協
議
ス
ル
モ
決
定
セ
ズ
。
委
員
付
託
ト
ス
、

小
生
委
員
当
せ
ん
。

十
・
四　

晴

午
後
一
時
ヨ
リ
町
役
場
楼
上
二
於
、
女
学
校
買

収
の
件
小
学
校
建
増
委
員
会
ヲ
開
ク
。
協
議

の
結
果
女
学
校
ヲ
網
走
女
子
職
業
学
校
ト
シ

稲
垣
君
ヨ
リ
月
二
十
円
ニ
借
受
ル
事
、
校
長

小
学
校
中
田
兼
務
、
外
二
十
五
円
三
十
五
円

女
教
師
両
人
雇
入
惣（
マ
マ
）経
費
千
三
百
円
、

内
収
入
四
百
円
九
百
円
町
ヨ
リ
支
出
ス
ル
事
、

総
テ
の
事
中
田
校
長
の
依
頼
の
事
ト
ス
。

小
学
校
は
目
下
学
校
裏
手
地
十
六
戸
分
買
収

ト
決
シ
、
右
校
舎
八
間
半
二
十
三
間
ヲ
運
動

場
ニ
改
造
シ
、
新
タ
ニ
教
場
ヲ
新
設
ス
ル
事
設

計
等
は
校
長
ニ
依
頼
ス
ル
事
ニ
決
シ
散
会
ス
。

十
・
十
三

半
晴　

長
芋
堀

午
後
一
時
よ
り
役
場
楼
上
二
於
記
念
植
樹
、

学
校
増
築
女
学
校
買
入
の
三
件
、
特
別
委
員

会
報
告
有
志
会
開
ク
。
種
々
議
論
モ
ア
リ
シ

カ
結
局
委
員
会
報
告
通
リ（
中
略
）、
学
校
問

題
は
十
五
日
延
期
。

十
・
十
五　

晴

午
後
一
時
ヨ
リ
役
場
楼
上
二
於
、
学
校
改
築
女

学
校
買
上
の
協
議
会
、
委
員
付
託
の
報
告
ア

リ
、十
三
人
参
集
。
女
学
校
買
上
先
断
然
断
リ
、

稲
垣
氏
の
存
廃
随
意
二
任
セ
ル
事
。
小
学
校

は
公
園
予
定
地
へ
移
転
論
盛
ナ
リ
シ
モ
、
極

局
存
続
宿
題
し
緩
々
協
議
相
決
散
会
ス
。

一
九
一
六

大
正
五

二
・
十
三

朝
来
又
吹
雪

光
輪
寺
二
於
日
曜
学
校
本
日
ヨ
リ
創
立
、
吹

雪
の
為
太
郎
ト
キ
不
参
、
次
良
丈
出
席
ス
。

本
日
は
御
話
計
ニ
テ
止
メ
次
回
日
曜
ヨ
リ
開

始
の
由
、
参
集
者
六
七
十
名
モ
在
之
由
。

二
・
二
十

半
晴　

降
雪

光
輪
寺
二
於
日
曜
学
校
開
催
二
回
目
、
就
学

児
童
三
百
名
計
ナ
リ
ト
、
驚
ク
の
外
無
之
。

三
・
九　

晴

稲
垣
御
夫
人
来
宅
、
学
校
ヲ
先
年
教
師
ナ
ル

人
二
貸
与
、
稲
垣
夫
婦
は
監
督
二
任
シ
改
正

致
度
云
々
御
話
ア
リ
。
深
ク
姓(

マ
マ
）
質
取

糺
御
取
計
可
然
旨
申
上
ル
。

三
・
十
八　

晴

女
学
校
卒
業
証
書
授
与
式
招
待
サ
レ
候
得
共
、

出
席
見
合
。

一
九
一
七

大
正
六
・
四

北
見
地
方
於
け
る
女
子
教
育
の
先
駆
と
な
っ
た
北
見
女
学
校
は
苦
心
の
経
営
八
年
で
廃
校

と
な
り
、
稲
垣
は
網
走
町
を
退
去
し
た
。
同
地
を
「
桂
が
岡
」
と
名
付
け
、
そ
の
地
付
近

の
「
桂
ヶ
岡
公
園
」
に
、
今
日
も
そ
の
名
を
留
め
て
い
る
。

四
・
二
十
九

降
雪
時
化

稲
垣
君
出
発
（
引
上
の
事
）
二
際
シ
停
車
場

見
送
リ
、
昨
夜
ヨ
リ
降
雪
今
朝
尚
烈
シ
ク
大

時
化
、
見
送
人
大
困
難
。

一
九
一
九

大
正
八

兵
庫
県
武
庫
郡
甲
東
郡
仁
川
（
西
宮
市
）
辰
馬
別
荘
に
住
み
、
同
地
に
再
び
私
立
女
学
校

を
創
建
す
る
。

一
九
二
六

大
正

十
五
・
八

同
校
々
庭
地
均
工
事
の
際
、
怪
我
を
し
、
そ
れ
が
原
因
で
九
月
十
九
日
大
阪
医
科
大
学
病

院
に
入
院
療
養
中
に
薬
石
効
な
く
永
眠
、
享
年
七
十
。

昭
和

二
十
三
・
十
一
小
清
水
町
開
基
三
十
周
年
記
念
式
典
に
て
「
開
拓
功
労
者
」
と
し
て
表
彰
さ
れ
る
。
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西
暦（
年
）

和
暦（
年・月
）
事
項

月
・
日
・
天
候
等
「
高
田
源
蔵
日
記
」
事
項

出
典
：
『
小
清
水
町
史
』
小
清
水
町
役
場
、
一
九
五
五
（
昭
和
三
十
）
年
。『
小
清
水
を
拓

い
た
人
々
』
小
清
水
町
、一
九
六
八
（
昭
和
四
十
三
）
年
。「
調
査
報
告
№
３
」
一
九
六
八
（
昭

和
四
十
三
）
年
、
小
清
水
ふ
る
さ
と
研
究
会
、
一
九
九
六(

平
成
八
）
年
。「
小
清
水
町
教

育
委
員
会
第
７
次
中
期
計
画
」
小
清
水
町
教
育
委
員
会
、
一
九
九
七
（
平
成
九
年
）。『
新

小
清
水
町
史
』
小
清
水
町
史
編
さ
ん
委
員
会
、
二
〇
〇
〇
（
平
成
十
二
）
年
。

『
高
田
源
蔵
日
記
』（
網
走
市
図
書
館
蔵
）
よ
り

抄
出
。

求
人
に
は
限
り
が
あ
り
、
新
た
な
立
身
の
道
を
求
め
て
遊
学
、
就
職
を
め
ざ
し

転
進
し
て
い
っ
た
（「
岐
阜
県
史　

通
史
編
近
代
中
」『
士
族
の
社
会
学
的
研
究
』

名
古
屋
大
学
出
版
会
、
一
九
九
五
）と
の
指
摘
が
あ
る
。

3	

『
続
網
走
百
話
』「
桂
ケ
岡
公
園
物
語
」、
網
走
市
教
育
委
員
会
、
平
成
二
十
三

年
。

4	

川
村
俊
雄「
網
走
今
昔
」44
、
昭
和
二
十
九
年
十
二
月
～
三
十
年
二
月「
網
走
新

報
」連
載
。

5	

桂
陵
翁
稲
垣
吉
慎
、
丸
善
株
式
会
社
大
阪
支
店
、
大
正
十
年
七
月
。

6	

大
橋
弥
一
、
一
九
一
六（
大
正
五
）年
三
月
。

7	

明
治
維
新
以
前
、
下
田
歌
子
の
実
家
平
尾
家
は
、
岩
村
藩
の
儒
官
と
し
て
藩
校

知
新
館
に
学
を
講
じ
て
い
た
（『
実
践
女
子
学
園
100
年
史
』
実
践
女
子
学
園
、
平

成
十
三
年
）。

8	

「
網
走
管
見
」第
２
７
３
２
号
、
明
治
四
十
五
年
六
月
二
十
七
日
を
再
録
。

9	

「
北
見
印
象
記
（
6
）
女
学
校
と
図
書
館
」
第
２
８
２
７
号
、
大
正
元
年
十
月
二

十
日
を
再
録
。

10	

小
清
水
町
、
平
成
十
二
年
三
月
。

11	
『
北
見
之
富
源
』
貴
田
国
平
（
百
川
）
編
、
北
見
実
業
新
聞
社
、
明
治
四
十
五
年

四
月
。

12	
菊
池
純
二
郎
編
、
高
田
活
版
印
刷
所
、
大
正
元
年
十
月
。

13	

『
斜
里
町
史
』斜
里
町
役
場
、
昭
和
三
十
年
四
月
。

注1	

「
網
走
新
聞
」
昭
和
二
十
六
年
七
月
十
日
～
十
四
日
に
連
載
。
記
事
の
執
筆
者

稲
川
阿
尊（
寅
吉
）は
、
明
治
三
十
八
年
美
濃
国
恵
那
郡
阿
木
村
飯
沼（
現
在
の

岐
阜
県
中
津
川
市
）
か
ら
小
清
水
開
効
社
牧
場
で
の
農
耕
、
養
蚕
の
た
め
に
稲

垣
が
移
民
を
郷
里
に
募
っ
た
こ
と
に
父
・
鎌
吉
、
母
ぎ
ん
と
一
家
で
応
じ
、
や

が
て
定
住
し
た
。
鎌
吉
は
腕
の
立
つ
大
工
と
し
て
知
ら
れ
、
現
・
小
清
水
町
内

の
神
社
仏
閣
、
学
校
校
舎
、
公
共
建
築
な
ど
主
だ
っ
た
建
物
の
ほ
と
ん
ど
が
鎌

吉
の
手
に
な
っ
て
い
る
。「
砥と
く
草さ
わ
ら原
小
学
校
」設
立
の
実
行
委
員
も
務
め
た
。
寅

吉
は
、
農
業
協
同
組
合
や
、
土
功
組
合
、
網
走
バ
ス
株
式
会
社
の
基
盤
を
つ
く

る
ほ
か
、
小
清
水
町
に
多
大
な
業
績
を
残
し
て
い
る
（『
小
清
水
を
拓
い
た

人
々
』）。

2	

『
恵
那
郡
史
』
岐
阜
県
恵
那
郡
教
育
会
、
昭
和
五
十
七
年
四
月
復
刻
再
版
発
行
、

大
衆
書
房
、
昭
和
五
十
七
年
。
ま
た
、
美
濃
国
恵
那
郡
飯
沼
町
の「
飯
沼
学
校
」

の
校
長
も
務
め
て
い
る
（『
明
治
十
四
年　

学
校
幼
稚
園
書
籍
館
博
物
館
一
覧

表
』文
部
省
、
明
治
十
五
年
）。

　

	

　

藩
校
・
知
新
館
は
廃
藩
に
伴
い
廃
校
し
、
知
新
学
校
と
し
て
一
八
七
三
（
明

治
六
）
に
岩
村
で
初
め
て
の
小
学
校
が
創
設
さ
れ
た
。
開
校
時
の
教
科
書
も
旧

藩
校
時
代
の
も
の
が
多
く
採
用
さ
れ
、
教
員
は
旧
藩
士
お
よ
び
そ
の
家
族
で

あ
っ
た
。
し
か
し
「
武
士
と
し
て
の
学
問
的
素
養
を
或
程
度
生
か
せ
る
職
業
の
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14	

注
10
に
同
じ
。

15	
当
時
後
進
的
で
あ
っ
た
北
見
地
方
に
屯
田
兵
が
置
か
れ
た
の
は
一
八
九
七
（
明

治
三
十
）
年
で
あ
っ
た
（「
北
海
道
教
育
史　

第
2
地
方
編
」
北
海
道
教
育
委
員

会
、
昭
和
三
十
二
年
三
月
）。

16	

栗
原
元
吉
編
、
実
践
女
学
校
出
版
部
、
昭
和
七
年
十
一
月
。

17	

「
青
年
世
界
」
第
十
年
第
四
号
、
明
治
三
十
六
年
五
月
。
な
お
、
下
田
は
「
日
本

婦
人
」（
第
三
十
一
号
、
明
治
三
十
五
年
五
月
）
に
「
楠
公
夫
人
建
碑
の
ゆ
ゑ
よ

し
、
並
び
に
、
夫
人
が
伝
記
に
就
き
て
の
考
証
」
を
載
せ
て
い
る
。
ま
た
、
若

林
常
猛
は
号
・
快
雪
、
書
家
。
明
治
二
十
一
年
華
族
女
学
校
教
授
、
晩
年
は
、

岩
崎
小
弥
太
の
美
術
顧
問
を
務
め
た（
一
八
四
三
―
一
九
二
二
）。

18	

「
新
札
幌
市
史　

第
3
館
通
史
3
」
札
幌
中
央
図
書
館
、
新
札
幌
市
デ
ジ
タ
ル

ア
ー
カ
イ
ヴ
（https://adeac.jp/sapporo-lib/table-of-contents/

m
p000030-100030/d100030　

二
〇
二
三
年
六
月
二
十
日
閲
覧
）。

	

な
お
、
一
九
〇
一
（
明
治
三
十
四
）
年
八
月
八
日
の
同
誌
「
時
論
」
に
は
、
来
札

し
た
下
田
歌
子
の「
女
子
教
育
」の
記
事
が
載
る
。

19	

注
18
に
同
じ
。

20	

第
３
巻
第
３
号
、
フ
レ
ー
ベ
ル
会
、
明
治
三
十
六
年
三
月
。

21	

注
18
に
同
じ
。

22	

注
18
に
同
じ
。

23	

網
走
市
史
編
纂
委
員
会
、
網
走
市
役
所
、
昭
和
四
十
六
年
三
月
。

24	

『
置
戸
町
史　

上
巻
』置
戸
町
役
場
、
昭
和
六
十
年
八
月
。

25	

注
11
に
同
じ
。
な
お
、
仮
校
舎
を
建
て
た
「
北
見
町
南
通
一
―
四
二
」
の
住
所

は
、
高
田
源
蔵
宅
住
所
で
あ
り
、
家
屋
は
現
存
し
て
い
る
（
米
村
衛
氏
の
ご
教

示
、『
細
見
北
見
市
街
地
全
図
』明
治
三
十
六
年
一
月
）。

26	

『
精
密
調
査
市
町
村
便
覧　

附
分
類
官
公
衙
公
私
学
校
所
在
地
一
覧
表
』
森
田

公
美
、
東
京
・
国
文
舘
書
店
、
大
阪
・
井
上
一
書
堂
、
大
正
二
年

27	

注
12
に
同
じ
。

28	

注
11
、
注
23
、
ほ
か
。

29	

注
12
に
同
じ
。

30	

注
12
に
同
じ
。

31	

第
11
巻
第
５
号
、
大
正
二
年
八
月
、「
報（
会
員
異
動
）」。

32	

第
14
巻
第
2
号
、
大
正
五
年
五
月
、「
雑
報（
会
員
異
動　

就
職
）」。

33	

『
北
海
道
私
学
教
育
史
』昭
和
三
十
八
年
七
月
、『
北
海
道
教
育
史
』「
全
道
編
四
」

昭
和
三
十
九
年
三
月
。　

34	

注
12
に
同
じ
。

35	

注
11
に
同
じ
。

36	

『
北
海
道
教
育
史　

第
2
』「
第
1（
地
方
編
第
1
）」北
海
道
立
教
育
研
究
所
編
、

北
海
道
教
育
委
員
会
、
昭
和
三
十
年
六
月
。

	

高
田
源
蔵
は
滋
賀
県
（
近
江
国
犬
上
郡
礎
田
村
）
出
身
。
一
八
五
〇
（
嘉
永
三
）

年
～
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
。
文
久
元
年
藤
野
家
に
雇
わ
れ
、
明
治
十
六
年

根
室
支
店
支
配
人
、
北
見
国
東
部
四
郡
の
同
家
漁
場
を
も
支
配
し
た
。
同
二
十

六
年
大
阪
本
店
総
支
配
人
と
な
り
、
全
事
業
を
総
覧
し
た
が
、
同
三
十
一
年
再

来
網
、
翌
三
十
二
年
よ
り
定
住
し
た
。（
又
十
）
藤
野
家
は
、
北
見
国
・
根
室

国
に
お
け
る
漁
業
だ
け
で
な
く
、
函
館
を
拠
点
と
し
た
廻
漕
業
、
商
業
、
倉
庫

業
、
旭
川
を
中
心
と
し
た
牧
畜
業
な
ど
多
角
経
営
を
行
う
富
商
―
一
八
七
一

（
明
治
四
）
年
、
北
見
国
の
紋
別
・
常
呂
・
網
走
・
斜
里
の
四
郡
、
根
室
国
の

標
津
・
目
梨
郡
の
二
郡
、
千
島
国
国
後
郡
の
漁
場
持
と
な
っ
た
―
。
当
主
・
藤

野
四
郎
兵
衛
は（
一
八
五
一〈
嘉
永
四
〉～
一
九
一
〇〈
明
治
四
十
三
〉）慶
應
元

年
藤
野
本
家
（「
近
江
国
に
本
宅
を
置
い
て
、
他
国
稼
ぎ
を
し
た
商
人
」
＝
近
江

商
人
）
を
相
続
、
北
海
道
に
お
け
る
各
種
事
業
を
統
帥
。
特
に
網
走
に
お
け
る

事
業
は
没
年
ま
で
継
続
し
、
そ
の
開
発
と
発
展
に
極
め
て
大
き
な
影
響
を
与
え

た
。
当
時
の
北
海
道
随
一
の
大
漁
業
家
で
あ
る
。

37	

「
日
本
全
国
諸
会
社
役
員
録
」商
業
興
信
所
。

38	

「
帝
国
銀
行
会
社
要
録
」帝
国
興
信
所
。

39	

「
日
本
全
国
諸
会
社
役
員
録　

下
編
」商
業
興
信
所
。

40	
「
帝
国
銀
行
会
社
要
録
」帝
国
興
信
所
。

41	
「
帝
国
銀
行
会
社
要
録
」帝
国
興
信
所
。

42	

「
帝
国
銀
行
会
社
要
録
」帝
国
興
信
所
。

43	

「
銀
行
会
社
要
録
」東
京
興
信
所
。

44	

「
考
古
学
雑
誌
」第
9
巻
第
11
号
、
大
正
八
年
七
月
五
日
。
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ま
た
、『
熊
の
嘯
』（
河
合
裸
石
、
大
正
四
年
十
一
月
）
に
は
桂
ヶ
丘
を
訪
ね
た

雉き
じ
ひ
こ
し
彦
子
の
記
述
が
載
る
「
頻
り
に
先
住
民
族
の
用
ゐ
し
石
器
を
欲
す
、
藪
中
を

探
索
し
て
石
匙
一
を
得
、
之
を
與
ふ
れ
ば
、
子
欣
々
然
と
し
て
愛
撫
之
を
久
う

す
、
坂
を
下
り
て
宏
荘
な
る
北
見
女
学
校
に
刺
を
通
じ
、
校
主
稲
垣
翁
に
会

す
、
面
談
僅
か
に
十
数
分
、
校
舎
を
縦
覧
し
、
石
斧
の
贈
物
を
ポ
ケ
ッ
ト
深
く

収
め
、
倉
皇
と
し
て
去
る
」。
当
時
、
こ
の
地
域
に
は
、
ア
イ
ヌ
関
連
の
遺
物

が
遺
さ
れ
て
い
た
と
確
認
さ
れ
る
。
北
見
女
学
校
建
築
時
に
発
掘
さ
れ
た
可
能

性
も
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

45	

岩
村
歴
史
資
料
館
蔵
。
同
館
に
は
、
稲
垣
宛
の
下
田
歌
子
、
後
藤
新
平
、
山
本

芳
翠
か
ら
の
差
出
書
簡
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
実
践
女
子
大
学
・
同
短

期
大
学
部
図
書
館
に
は
、
稲
川
寅
吉
宛
の
稲
垣
か
ら
の
差
出
書
簡
一
通
が
所
蔵

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
下
田
を
巡
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
は
、
別
途
丁
寧

に
考
察
す
る
。

46	

『
郷
土
更
生
誌
』内
外
新
聞
通
信
社
、
昭
和
十
年
十
二
月
。

47	

第
8
版 ［
一
九
二
八（
昭
和
三
）年
七
月
］（
名
古
屋
大
学
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

	
https://jahis.law

.nagoya-u.ac.jp/w
ho/docs/w

ho8-17402　

二
〇
二

三
年
六
月
二
十
日
閲
覧
）。「
官
報
」
第
４
２
６
４
号
（
大
正
十
五
年
十
一
月
）、

「
工
業
雑
誌
」（
第
７
８
９
号
、
大
正
十
五
年
九
月
）
も
ほ
ぼ
同
内
容
の
略
歴
を

載
せ
て
い
る
。
ま
た
後
、「
親
自
然
教
育
」
の
実
現
を
目
的
と
し
て
甲
東
学
園

小
学
校
（
銀
星
女
学
院
附
属
小
学
校
）
の
校
地
と
校
舎
を
帝
塚
山
学
院
が
入
手

し
「
仁
川
コ
ロ
ニ
ー
」（
林
間
学
舎
・
郊
外
学
舎
）
と
し
て
開
校
し
て
い
る
（『
帝

塚
山
学
院
100
年
史
』「
第
一
章　

昭
和
初
期
の
帝
塚
山
学
院
―
学
院
教
育
の
確

立
」学
校
法
人　

帝
塚
山
学
院
、
二
〇
一
六〈
平
成
二
十
八
〉年
）。

48	

「
日
本
之
日
本
人
」大
正
十
四
年
五
月
十
五
日
号
。

49	

兵
庫
県
内
務
部
統
計
課
、
昭
和
七
年
三
月
。
ま
た
、
羽
室
庸
之
助
を
主
幹
者
と

し
て
（
武
庫
郡
甲
東
村
仁
川
銀
星
女
学
校
内　

羽
室
庸
之
助
）
雑
誌
「
梨
庵
漫

筆
」
を
大
正
十
四
年
十
月
二
十
五
日
に
創
刊
し
て
い
る
（
12
号
・
大
正
十
五
年

ま
で
）。
千
三
百
部
、
頒
布
区
域
は
、
兵
庫
県
、
大
阪
府
、
京
都
府
、
岡
山
県
、

広
島
県
、
東
京
府
で
あ
る（
原
本「
新
聞
雑
誌
社
特
秘
調
査
」昭
和
二
年
・
警
保

局
、『
新
聞
雑
誌
社
特
秘
調
査
』
大
正
出
版
、
昭
和
五
十
四
年
十
月
）。
こ
の
雑

誌
は
羽
室
の
個
人
的
な
雑
誌
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、「
一
種
の
不
老
秘
訣
書
と

も
云
え
よ
う
」
と
評
さ
れ
て
い
る
（「
医
文
学
」
第
10
号
、
医
文
学
社
、
大
正
十

五
年
五
月
）。

50	

『
日
本
産
業
総
覧
』（
第
18
版
・
昭
和
三
年
度
用
）
工
業
之
日
本
社
、
昭
和
三
年

十
二
月
。

51	

注
23
に
同
じ
。

52	

注
3
に
同
じ
。

53	

注
1
に
同
じ
。

54	

注
1
に
同
じ
。
な
お
、
現
在
、
岩
村
町
の
水
野
家
に
は
所
蔵
さ
れ
て
い
な
い

（
実
践
女
子
大
学
下
田
歌
子
記
念
女
性
総
合
研
究
所
客
員
研
究
員
・
鈴
木
隆
一

氏
の
ご
教
示
）。

55	

注
1
に
同
じ
。
お
よ
び
、
網
走
市
図
書
館
所
蔵「
高
田
源
蔵
日
記
」。

56	

注
23
に
同
じ
。

57	

網
走
市
図
書
館
所
蔵「
高
田
源
蔵
日
記
」。

58	

増
補
10
版
。
鴻
文
社
、
大
正
元
年
十
一
月
。
及
び
、
注
54
に
同
じ
。

59	

注
57
に
同
じ
。　

60	

注
23
に
同
じ
。

61	

網
走
市
が
市
制
五
十
年
を
記
念
し
て
市
内
二
十
か
所
に
設
置
し
た
史
跡
標
柱
の

う
ち
の
一
つ
（
一
九
九
七
〈
平
成
九
〉
年
十
二
月
二
十
六
日
公
開
）。
標
柱
は
、

台
座
と
も
一
・
六
ｍ
の
御
影
石
製
、
題
字
は
、
白
井
四
郎
（
昭
和
六
十
年
網
走

市
文
化
賞
受
賞
者
）。（「
網
走
新
聞
」
一
九
九
七
〈
平
成
九
〉
年
十
二
月
二
十
七

日
）。

※
な
お
、「
桂
ガ
岡
」の
表
記
は『
網
走
市
史「
下
巻
開
拓
時
代
篇
」』（
網
走
市
史
編
纂

委
員
会
編
、
網
走
市
、
一
九
七
一〈
昭
四
十
六
〉年
）に
拠
っ
た
が
、
引
用
し
た
箇

所
は
原
則
出
典
に
従
っ
た
。
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図
1	

「
小
清
水
町
全
図
」（
実
践
女
子
大
学
図
書
館
所
蔵
『
小
清
水
を
拓
い
た
人
々
』）

に
は
、
編
集
委
員
の
一
人
稲
川
吉
寅
の
開
効
社
の
位
置
関
係
を
示
す
赤
字
鉛
筆

の
書
き
入
れ
が
あ
る
（
地
図
上
部
余
白
に
「
旧
開
効
社
牧
場
払
下
地
（
稲
川
記

入
）」）。
位
置
の
正
確
さ
（「
調
査
報
告
№
3
」
小
清
水
町
ふ
る
さ
と
研
究
会
、

一
九
九
六〈
平
成
八
年
〉と
照
合
）か
ら
こ
の
書
き
入
れ
は
信
頼
性
が
高
い
と
思

わ
れ
る
。

	

な
お
、
開
効
社
牧
場
（
稲
垣
牧
場
）
の
「
門
」
は
、
道
々
女
満
別
線(

旧
釧
路
国

道)

と
国
道
３
４
４
号
の
交
点
の
変
電
所
の
所
に
高
さ
八
尺
、
直
径
一
尺
三
寸

位
の
楢
の
木
で
あ
っ
た（
右「
調
査
報
告
№
３
」）。
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図
2	

①「
開
効
社
牧
場
事
務
所（
跡
）」（
北
海
道
電
力
小
清
水
変
電
所
付
近
、

 
 

 
 

二
〇
二
三〈
令
和
五
〉年
十
一
月
現
在
）

図
2	

②「
開
効
社
牧
場
事
務
所
跡
」

	

「
開
効
社
牧
場
は
、
東
京
実
践
女
子
学
校
校
長

下
田
歌
子
が
同
校
の
基
本
財
産
造
成
の
た
め
に

明
治
三
十
六
年
、
現
在
の
共
和
1
・
2
の
一
部

と
3
の
全
域
及
び
旧
三
共
農
場
の
全
域
に
わ
た

る
広
大
な
土
地
（
一
七
〇
〇
町
歩
余
り
）
を
北

海
道
国
有
未
開
地
処
分
法
に
よ
り
無
償
貸
し

付
け
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

	

翌
三
十
七
年
春
、
稲
垣
吉
慎
を
現
地
管
理
者

と
し
て
入
地
さ
せ
こ
の
地
に
事
務
所
を
建
設
し

開
拓
に
あ
た
っ
た
。」

	

位
置
：
小
清
水
変
電
所
東
側（
元
町
二
丁
目
）

腐
食
・
破
損
に
よ
り
、
現
在
看
板
は
な
い

	

（
小
清
水
町
教
育
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

	
https://w

w
w.tow

n.koshim
izu.hokkaido.jp/education/

	

二
〇
二
三〈
令
和
五
〉年
十
二
月
六
日
公
開
、
同
日
閲
覧
。）

図
3	

「
伝　

稲
垣
橋
」
現
在
の
共
和
三
号
橋
付
近
。（
稲
垣
の
名
を
残
す
た
め
ポ
ン
止

別
川
の
二
十
三
号
線
の
橋
を
稲
垣
橋
と
し
た
「
調
査
報
告
№
3
」
小
清
水
町
ふ

る
さ
と
研
究
会
、
一
九
九
六〈
平
成
八
〉年
）

図
4	

桂
ガ
岡
砦
跡
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図
5	

①「
北
見
女
学
校
」（
網
走
市
史
編
さ
ん
室
所
蔵
写
真
）

図
5	

②「
北
見
女
学
校 

遠
景
」（
網
走
市
史
編
さ
ん
室
所
蔵
写
真
）

図
6	

生
徒
と
園
児
募
集
の
広
告（『
北
見
発
達
史
』）
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図
7	

実
践
女
子
大
学
図
書
館
所
蔵
『
小
清
水
を
拓
い
た
人
々
』
に
載
る
稲
垣
吉
慎
の

肖
像
写
真
。
写
真
下
部
に
は
、
図
1
の
書
き
入
れ
と
同
筆
と
思
わ
れ
る
（
青
字

万
年
筆
）「
金
婚
式
記
念
写
真
」の
書
き
入
れ
が
あ
る
。

図
8	

桂
の
古
木（
二
〇
二
三〈
令
和
五
〉年
十
一
月
現
在
）

図
9	

『
北
海
道
社
交
倶
楽
部
』掲
載
の
稲
垣
吉
慎
肖
像
写
真

図
10	

「
私
立
北
見
女
学
校
」の
記
念
石
碑（
二
〇
二
三〈
令
和
五
〉年
十
一
月
現
在
）
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【
付
記
】

　

本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
、
網
走
市
郷
土
博
物
館
館
長
・
主
席
学
芸
員
米
村
衛
氏
と

斜
里
郡
小
清
水
町
立
小
清
水
図
書
館
司
書
・
係
長
永
井
麻
衣
子
氏
に
は
大
変
お
世
話

に
な
っ
た
。

　

米
村
氏
の
祖
父
・
米
村
喜
男
衛
氏
は
モ
ヨ
ロ
貝
塚（
遺
跡
）の
発
見
者
で
あ
り
、
祖

母
（
旧
姓
・
源
）
の
美
登
里
氏
は
実
践
女
学
校
の
卒
業
生
（
昭
和
二
年
三
月
）
で
、
網

走
女
学
校
の
教
師
で
あ
っ
た
（『
モ
ヨ
ロ
貝
塚　

古
代
北
方
文
化
の
発
見
』
米
村
喜
男

衛
、
講
談
社
、
昭
和
四
十
四
年
十
月
）。
美
登
里
氏
の
遺
品
の
中
に
は
、
大
切
に
保

管
さ
れ
た
下
田
歌
子
の
肖
像
写
真
と
卒
業
ア
ル
バ
ム
も
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
永
井
麻
衣
子
氏
の
曽
祖
父
・
永
井
咲
治
氏
は
、
当
時
の
恵
那
郡
明
知
町
か

ら
母
の
兄
西
村
七
五
郎
（
稲
垣
の
招
致
で
入
植
し
た
、
恵
那
郡
旧
阿
木
村
・
現
中
津

川
市
出
身
）
を
た
よ
っ
て
入
植
さ
れ
、
農
業
共
済
組
合
理
事
ほ
か
を
歴
任
し
た
（『
小

清
水
を
拓
い
た
人
々
』）。

　

歴
史
の
縁
、
地
の
縁
を
痛
感
し
た
次
第
で
あ
る
。

　

網
走
市
教
育
委
員
会
図
書
館
部
館
長
細
川
英
司
氏
、
同
館
司
書
永
吉
く
み
氏
、
網

走
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
部
に
も
資
料
閲
覧
調
査
に
関
し
て
懇
切
な
ご
尽
力
を

賜
っ
た
。
重
ね
て
御
礼
申
し
上
げ
る
。
他
に
も
お
世
話
に
な
っ
た
機
関
は
多
く
、
以

下
列
記
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　
　
〔
関
係
機
関
〕
網
走
市
図
書
館
、
網
走
市
郷
土
博
物
館
、
網
走
市
企
画
総
務
部
、

斜
里
郡
小
清
水
町
立
小
清
水
図
書
館
、
斜
里
郡
小
清
水
町
役
場
総

務
課
、
同
建
築
課
、
光
輪
寺
。

　
　

く
ぼ
・
た
か
こ
／
下
田
歌
子
記
念
女
性
総
合
研
究
所 

専
任
研
究
員
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a home at Sapporo Girls’ General Elementary School. He lectured on politics. The content of  

the lectures in this summer seminar will be the same.

In 2010, the Hokkaido Educational Association published it as Utako Shimoda’s Lectures on 

Home Economics. At that time, Shimoda’s lecture in Hokkaido was so popular that around 500 

people attended. 

It seems that the establishment of  a girls’ school was planned under such circumstances, 

but the establishment of  “Kitami Girls’ School”

Following the school’s history from establishment to closure demonstrates how Utako 

Shimoda in particular grew in Hokkaido.

We cannot shed any light on whether they were trying to promote women’s education. That’s 

what I’m thinking.
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Kitami Girls’ School and Utako Shimoda・Yoshichika Inagaki

KUBO Takako

Utako Shimoda established the Imperial Women’s Association in November 1898, and the 

following year, in May 1899, she established the Girls’ Practical School attached to the Imperial 

Women’s Association and the Girls’ Crafts School. Thereafter, she devoted her life to educating 

ordinary girls and was involved in the establishment of  many schools.

Immediately after the establishment of  the Imperial Women’s Association, she campaigned 

to explain its significance in the context of  the importance of  women’s education. We also 

conducted an inspection for this purpose. The seeds Shimoda planted yielded sympathizers to that 

idea. Thanks to their support, the project quickly bore fruit in the form of  the Niigata Branch.

It subsequently developed into the creation of  respective affiliated schools: the Niigata Girls’ 

Crafts School and the Hokuetsu Girls’ School.

Additionally, the main school is Junshin Girls’ School (chairman/principal), established in 

1918. Ami Girls’ Practical School (2nd generation principal) was established in 1919, and Meitoku 

Girls’ School was established (by the principal) in 1921. 

One of  these schools is the Kitami Girls’ School. Until recently, few details were known 

about the Kitami Girls’ School. Hence, this paper focuses on discussing the Kitami Girls’ School, 

which existed in the country for a short time (in present-day Abashiri City). 

Yoshichika Inagaki founded the Kitami Girls’ School in 1910, on what is now Kitamicho 

Minami-dori, Abashiri City. Shin opened it as a temporary school, and the new school was 

opened in Katsuragaoka, Abashiri City, in 1911.

A two-story wooden building with a dormitory was constructed and relocated. As a women’s 

school for elementary school graduates and above, it was extremely significant as the first girls’ 
school in the Abashiri jurisdiction to provide education for girls. However, the school was 

closed in 1919.

To raise funds to support this establishment, Inagaki ran the Kaikosha Ranch, and Tokyo’s 

Utako Shimoda, the principal of  Jissen Girls’ School, said that the purpose was to create basic 

assets for the school (Abashiri Shimbun, etc.). Utako Shimoda was invited to the Hokkaido 

Education Association’s 14th Summer Seminar. On August 5, 1901, he visited Sapporo and held 
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